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(4)身体反応と臨床上の窓危険因子との関連

繍尿病を合併症に待つ症例の METslIr:は.2.7企0.7
M，.となり..."病.合併症に持たない盤側の
METslt3.6土l.2M低8と比較すると有"に低かっ
た (p<O.OSl 高脂血症，高血圧症，鋳密前後~.c，1iË，喫

患の有無についても MET.散で比叡したが有窓な2を

は..~なかヲた また，左室軍出羽憶を白 30%を塊に2
鮮に分17.METst段で比絞すると.30 %来測は2.'企

1.1 METs. 3治%以よは平均3.4:tl.2ME'τ冶kな9
有窓な控除偲められなかったが駆凶司障の不良"で

METs lIr:が低い傾向にあった K山中の分銅と MET.

散の相関係結11.-0.51と有窟な相関関係を毘められ

た

s考被
トレッドミル位よる選動負荷鼠..は多橿のプロトコ

ールがあるが。老年の日本人ではその早い速度に歩調

があわせられない例が多い ぞとで今回は。低強度の

Naught。酬の負荷方複を釜蛾として行".すべての起

例について安全に行うことができた これにより老年
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心筋続審患者でも選..負荷隊験が可能である主考え

る 傘た，身体反応は."強度の負荷変化にもかかわ

らず変化に対応した結果が得ら払負荷強度は辱働か

ら予測される最大活動量の65%から80%程度である
と推測された このことから，安全にかつ漏動能力を

解備で8ると考えられた また，身体反応と臨床上の
庖危検同君子との働運でも有志.な開通監が罷められたと

とから日常生活を管理欄噂するよで，この低強度の.. 

勘負締鋲..ほ安全にかつ臨床像を反映する実用的な方

法と考える

s文鰍
1) Naughton. J. et a¥.: Refu四眼目."血目白凶
。fevalatlon飢 dphysical co叫itloningbefore 
，，"，時釘 m刊 ωrdialinfarc企。昔、 Am. J. Car. 
diol" 1.・831.1964 
2) BJackburn. H.W.: Developments in exerc雌

"前troca吋'''''オhy.Proc鈴dingof the 57 th 
Annual同 a比四 ofthe M吋icalSect刷。f蜘

Am嶋ricanUfe Conv朋 tion，1969 
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蹄ーテーマ

高齢者運動負荷にお砂るアームエノレゴメーター利用について

樹原，，;農・ 本編史江・花梨睡和・ 武者春繍・

Z宅良彦・ 村山正憎・ 須階ニ".

従来，還動負荷法としては.2 島.~同ε匂可甲p'館丸，~.“dmJ臼部n や
鹿位怠た}はまE臥弘位白.転量車e官rg.ω侃r

いる.しかし，これら負荷法はいずれも主どして下厳

選動によるものであり1 刻陳情子使用者。片麻9・"者な
ど下肢の不自由仕入はもちろんのこと，高働省で下肢

盤形外調的理衡により歩行陣容を有する人で低十分な

負荷がか砂られず，遺齢耐容能評価が個.な吻合が少

な〈ない。今国続々"高齢者の選動負荷民験kしての

ア ムエルゴメーター仙A下aπnERGJの有用性を検
討するために treadmiJl(TR)との比般を行ったので

報告する annERG については '''1年Am.]. Car-

diolに包町田らの縄告"で下厳エルゴメ ターとの

良い相関M級官されているが.TRとの比般は本邦で

陪少ないのが現状である

s 対象および方途
昭和61年 1"から 6月.でに週動耐容能"'"のた

めに当桝に防れた患者から無作為に16"から，，.，ま
での虚血色心疾患(IHDl/l.者 19人および傭術者老舎

"弊虚血性心O!JI..t!.省口人(男21人，女9人，平均年

齢56.0土11.3.)を週ぴ.これらを対象とした。また，
加備の影・を検討するため対象..鮮 50・以上の

高働者(u人)， 8..，:60・来測の若年省解 (19人)に
分民検討を行った運動負荷時の心亀図解析は，マ

ルケヲト社製CASE還動負荷心電図処理援置を周い

た下院選動にほTR.上厳選動にはシ メンス後製

エルゴメーターを改還した annERGを周いた{図

1>. armERG彼験者は座依にてエルゴメーターに

向かい，クランクを…刑問ω回転させる方法をとり。
血匡測定は，上皇砲にてクリティ"自動血圧併を使用

し，タランタを閏きせたまま，叙白書炉血.a(SBP)のみ

..リアyナ医民大学..内同

何213!咽暗闘世 2-16-1)

測定し，また負荷量は"wからの前絡を主としたが，
よ厳筋力の程度により適宜変更し.，分ごとに IOW

負荷量を繍加させる多段槍滋をとった ー方.TR陪

B=法。修lEBn同訟により行い， svmptom-lim. 

"'"とした

s・a果
①e別KIpoint : ann ERGとTRのendpointの比般

ではtargetHR郵遁 leg fat辺、"および曲。此府観樋。t

防団山 (5.0.8)が多<.三者合わせて77%であり，

am ERGでは armrati仰が多<.83 %をしめた

貌心，.症状での負荷中止は，TR 4例..=皿G2例
とTRに多<. .た 0.2mVμょのST下降はTR隠

"'"められたが..n司ERGでは毘められ"かった
また，開負荷滋の年齢による endpointの著明な筆陣

"めらルなかった ③遁固め耐容健 arrnERGに勾砂

る運動耐容能の年齢別の比肢ではAIf.BDとも"
wx ，分の耐容能が多 ~， Ans人 (73%l. BJI! 11 
人 (58%l I肘19人 (63%lがstagelt-終了した

方.TRではA鮮は Bru叫プ白トヨル紙:age1来測

が多<. 6人 (55%)であり. B"は B~コープロトコ

ールstage1終了が u人{珂%)であり.armERG 
と異なり.i1動耐容雛に型車が毘められた③収鱒賀F血

."心柏敏 AI尊にお砂る armERGとTRとの量大

収縮鋼血圧 (MaxSBP) !: fl大心拍数 (MaxHRlの
比肢でi;l， Max SBPはarmERGにおいて 181.4土

26.7mmHg， TRにおいては 197.a35.1mmHgで

あり.Max HRはarmERG 132.2;i: 16.1 bpm. 

TRl36.1土21.1b似nで有怠な盤俗院のられなかった

が.Max SBP， Max HRとも TRで高い傾向にあっ

た B'障では， Max SBPはarmERGにて平均
173.3土33.3mmH&.TR巳て 196.8:tZ7.8π=H，で
あり， Max HRは。 armERGにて 130.4企24.5bpm.

TRにて 146.5企28.7bomでA騨同様MaxSBP，
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MaxHRともに有窓な釜はないが， TRが高い傾向を

示したまた，金後厩番でのannERG 1:: TRのM"

HR 1:: Max SBPの比畿でほ， Max HRはarmERG

とTRで相関係数0.751::高い網開を示したが.Max 
s.，は....で TR の方が高い反応を示したた~.相

際保徴。 28と111値であった次に.armERGとTR

とのendpointにお妙るdωbleprod前 t(DP)の比鮫

で}札縄関陣，ltlま.0.50で特にA"では絡随時議徴。 M

(8"0・6lと.強い栂欄が得られた annERGとTR
の選.負荷.の差異を倹討するために爾警の0'の比
(arm ERG DP/TR DP) t-A鮮と..事で民殺するとA
欝が0."全0.23， B鮮が1).82土0.18と有窓な"はな

かったが.A"では即席lERGとTRとは0'的には，
附言問等の負衡盆であヲた.<i>.血性ST-T変化
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annERGとTRの11血性ST-T変化幽現度を比駿す
ると.TRで有"なST-T変化を示した症例16例の
うち9例がarmERGでも ST-T変化が飽められ
TRでST-T変化が留められない3例はannERGに
おいても臨められなかった annERGおよびTRに
お防る虚血反応幽現$院各々16/19(84.2 %1， 91 
19 (41.4 %)であうた前述の armERGとTRとの
比般検討で憾ないが， armERGによP初。てlHDI舎
断が可能となヲた症例を示す。症例は 60歳男性で狭

心症盤状を呈する曹を賓の患者である 図2に訂m田 G

負荷による心‘図変加を示す 40W3分，切W 1分

の負荷をかIt， end卯 int1;1: ann fatigueであり，負荷
終了直前より包い前胸錦不快..が出現し V，でST低
下<T設の陽性化が鴎められた本例措沼動脈溢彰検

査で左前下"を棄に，，%の狭窃が認められた。

s考蛾
armERGとTRとの選勘負荷を比敏倹附した鮪
果.DP的にほぼw・しい負荷量がか砂られ，特に60・R以よで両者の格闘は商かヲた。しかし，等尺週動の
要無が入ること，運動観或に対する適応の差強制運

動か苔かによる重量などで血JE.心拍数の反応には多少
の霊会官められた また，血圧婿定の問題。虚血性心

疾患の診断率など問題があるが。下舷での遭動が園雌

な症例院は有用k思われた

s 文猷
1) Lal:加国為B.， Cullinane， E. and Thomp&飢 P.D
白 m阿岡山山師叩。ducibilityof 
~U叫 legexer討巴teStIIin men wi凶町甲"'
peaoris. Am.]. Cardiol.， 47 : 1075， 1981 
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蹴ーテーマ

AT測定に対する新手法の提案

時間・ AirN，幽組の有用性について

大事本良和・ ゆ西宜文・ 吉岡公"'.

大久保俊平・ 斉唱臨宗縛・ 国後'"義・

....鰍量の変化から anaerobic尚南I!old(A討を

求めるための御側として。副院禽消費盆 (Vo，)の相加が

遭動.の増加に平行しているにも関わらず，分時像気

温 (V')，O<!lttJス俳池量 (V叫)，呼吸筒(R)の相加
勾配の急婚するという現象が用いられている" また

この点では当然， VE/V'仇は増加するためこれも銅線
の1っとして用いられている剖
これらの換気筒.の変化を指栂として用いた AT

測定11，非観血的に，緑り返し施行できる乞いう利点
はあるが。働者周での測定鎗俣のパラツキが予怨以上

に大.い"ことも司匹療である

空気坪傘下での呼気の主成分はO"CO.，N，である。
ATを超えると呼気候来0，'・aはよ界し，呼気終末
co.浪度は不変であることから， ATを療に呼気絡調k
N，温度が減少するととが推舗擁される 続守はこの点
に務巴し，呼気鋳末N，浪度の変化から，より容易に

AT倹幽を行うことを本研究の目的とした

s 対'"および方議
健徹男性11名を本研究の対象とした温働負荷は
自転噂エルゴメーターをmいOWattより開始し 1分
ごとに 15Watt l'つ負荷.を繕す多段階運動負荷法

にて行。た 悶 1に示すごとし呼気ガス分併は質量

分析制限を用いて行い.繍気筒震の変化はミナト医科学

社製レスピロそニター RMlOOを用いて測定したO

Room air下で質食分柄織からでる FII，!::同じ大ーさ

の.'"信号をキャンセルアンプを用いてF"信号よ
り差し引〈ととにより roomalrの N，'・，.，つまり吸

入気N，溢II(FIII，)をoレペルとするこkがで.る
この操作により，呼気 N，iO度印刷，)の Fl~. を益織と

-闘.・・..センター
内陣畑帽曲s-7-I)

した変化量を検討することが可能となった 貌々陥こ

の温度震化量を F帥N と名付帆 F^~II.=Fω， -Fltむ
と定畿した通常の方法でF"が78%から 79%に変
化する鳩合は.F.....II，は 0%から 1%への変化となり，

噌舗も容易となり際細な検討が可能となヲた緩舶に

F̂!dl，をとり慣輸に時間をとると F ̂I< 11.の侵略的変

化の検閣が容易となりこれを time-AirN.幽線と名付
付た

5結果
図2に実繍の運動負荷中の各パラメーターの変化を
示す Vo，I1負荷量の鳩加に伴ぃ直線的に槽加するが，

v.は負荷中。増加勾配が急般となる点を有していた
この点はV民Vo，dl下'ーから上昇に転じる点としてよ

り明瞭に留められた.左の縦の実爆はV!/Vo，令指.. 
Jヒして求めたATである time-Air N.白績は負荷震
を唱すごとに小さな変動を示したが， V!/Vo，より求
めた AT点から急激1.':.;粛し定から負に転じた右

の実緑川u同 AirN.lllloが完全に定から食に転じた
点を示し，この点を F̂I，，.，=O点とした.
対象11名のうちV!/Vo，の変化から容易にATを
決定しえた 9名において。 AT時点の v. と F^~ II，=

O時点のv.の関係を倹討したところ.r=0.95とよ
い相闘を示した(図3l

s 宅羽根
w.閤="ら"によって ATの幌念が紹介されて
から ATに倒する多くの検討がな毒払戻夜では。 .. 
術者， 心肺.. 能障嘗患者の運動能力際価回ための目常

検牽となった感がるる。しかしながら，AT決定が函

雌な信例もかなり存在し。また級者間での測定値のパ

ラツキがかなり大きい"ということも知られて給り，

簡便かつ正岨なAT決定が待たれている
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従来周いられている AT決定法肱，労作騎における
B眠気佳代幽によって生じた乳磁を観血附に測る方綾
L 乳酸を緩衝する障に生じるco.による倹気網橡の
峨大を利用する方法に分砂られる

F凶.，主Fぬと F=の，.化を受砂て受動的に変化

するので換気刺訟の彫・を受"るためAT決定の錨

掃となりうると考えられる しかし.N.は空気中に高
演度に存在し，鱒掴な温度変化の検討陪図賎であるた

め。今回.F.面"・'"Flt;， -F'l帆k定穫し FAltN.を経略
的に記録したものをtime戸AirN.幽緑色名付砂.AT 
決定の抱慣となり得るか杏かを検討した その結果，

理鎗よ考えられた通り.F.州院は従来初方浴で求めた

AT点から愈遇政に誠少し1 それまで立であったものが

負に転じ，さらにζの点がATと有窓な相関関係を有

することがわかった との疋から負への変化主視覚的

に明暗であり。運動負荷取に AT到過を見過す羽院な〈
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検出で..危績な過負荷を防止する憲椋でも有用であ

り.AT決定の斬たを手法として使用で曾ると考えら

れた

，.. 

s 文献
1lW開 iennan，K. et 111.: Deteeting the threshold 
of anaerobic rne山bolismin cardiac patlenu 

伽 ril1Jilexerci閣e.Am. J. Clrdi(札 J.f，: 844. 1曳M
2) Dav叫 1.A.et 011.: Anaerobic th時曲。凶.1_
tion eaused by eodutanCe trainl噌 ，.而ω除-
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統一テーマ

呼気ガス分析による AT測定よの問題点

伊東春樹・ 谷口興ー・

心臓週動負荷鼠般の掬栂の ♂つである ATは野心

臓来倫循環に関直した総合的~鋪棚であり，最近，
心不全を客視的に際価する上で極めて有用な錯羽目であ

るとして認められつつある" しかし，現在までAT

の測定に陪，特定の研究室でしか管理できないような

機構を使用すること， ATの決定方法が統ーされてい

ないこと.などの甥幽から日傭臨床に汎周される段階

までに憾至っていない今回凶刊金例を対象にAH
主たる指械とした心筋運動負荷鼠磁を日常臨床に取り

入れるために.各組のAT決定方法の領歓の判定者聞

にお砂る差異の有無について検討を行った

s方法
昭和 60写 8月-61隼3月までにエルゴメーターを
用いて心肺還劃負荷鼠取を実錯した 110例(~83例。

女 27例}で，健常者25例(36.4ま12.6・1.me細企$0)
.よぴ呼吸響疾患を合併しない心療思聖者箇例を対象

とした 心場安息例の NYHA働純分嫡を見ると"置は
37例 (S(.5土11.5餓)， 11度が36例 (58.5企9.7.)，

rn，貨が 12例 (65.3土10.7餓}であった.心"還動負

荷賦験は20W4分聞の warmmg-up伝統き1 健常例

では3秒ごとに 1W.心疾患例でほ6砂ごとに lWず

つ仕司匹量を槽加させる新相貧荷を傑周し，自覚的・大

負荷まで行った使用した髄置は Siern剛 s-Elema社

製司E自信制動型自伝耳障エルゴメ タ '"0 Bおよび日本
電気三栄役割エアロピタスプロセッザー391で10砂

ごとにVo" V叫。v，の値をonlineでコンピュータ
ーに取り込み表示させた呼気ガス分析による AT

決定方法としては比較的多〈周いられている Vslope

method， VE，ソVo.， R (r冒 piratoryexchanat ratiolの

3祖の方法を採用し(図)。通常別々に独立して研究を

行っている 4関連施般の判定者にATの決定を依頼

"IU;111経歯縄大修医学.02内網
何回師・5四日..1-5-(5) 

した .た。それぞれの決定方法については.AT決定

の鍵易度を「容易H可能H園蝿H不能Jの4段階に
解倒した 判定者間の僧頼性の解舗に関しては回定1

の緑内相団関係敏を周いて倹肘した"

8鎗"
1l正常例および心療思例の重症8.とAT・関，k

v.の関係
VE/Vo，の抑直線耐上昇点から決定した正常例にお

砂る AT値は25.7~4 . 7 mllmin/kgで， 心苦笑恩例の
NYHA樋鱒分績d，凶 Iは17.1土3.2ml/min/kg，
elass fIは14.4:t2.6ml/min/kg.clas8皿では
12.6:t2.1 ml/min/kg (mean企50)と重量，."高〈
なるに従ってATは有意に低下を示した 岡崎に際政

v.も正常例33.'ま5.9mllminlkg，cJass ! 24.0士
4.3ml/min/kg. c1ass 11 20.0:t4.9ml/min/kg 
d，鎚山17.3土3.6mllminJkgと有意に低下した

2)決定方滋による ATrIの護
311煩の決定方法にお砂る決定上の姥易度について

陪差は寵められず.いずれも約'0%の例が容易または
可能と判断された 3湿の方法のいずれにおいても4
人の判定者により ATの決定が可能であった52例に

ついてみると.v由 pemethodによる ATは958.0土

247.3ml/min， VE!Vo.から求めた ATは9伺 6士
252.Sml/minと，ほぽ一致をみたが.Rによる ATは

894.5土191.0ml/mifiと前2者に比して寄窓に低健

をとった

3)各AT決定方訟の判定者聞の佃領候

...，の級内相周係歓を周いて判定者聞の伺積住を

検討したととろ.Y!No. e Rから求めた値について

ほいずれも約O.S4l:.良好であったが V s10øe 開~

""による ATについては約0.69とやや償額性が低か

った しかし.，名の判定者の総合的な佃順位はかな

り良好で，符にvE/vo.と Rから求める方法では0.95
以上であった(褒1.
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図上段 Vslope me山。dを示すコンピ，-ターの萄田上で..に Vro，.lIt舗に'"を

とヲ 一次個婚する範囲.股定し，その交点.求め AT>した

ヤ館、M'.による方法と， R (r岬irat町 exchan8'唱 ratio)による方制京す

丸刈同のよ界含伴わない免N.の非..  的上昇点.よぴRの上昇点をATと
した

書 ，..，白血円相聞保散によ晶判定者閣の畑輔怯

" '"個人の判定者の平均的な佃帽也

r，" 4名の判定者の露合的な帽朝桂，

s 考到慢
心不全の代表的臨床症状である運動観限を呼吸ー循

環代耐の連闘によヲて紹来される ATをもって評価

すること""心不全の術館生酒を考える上で曾わめて

妥当な方法主考えられる 従来から行われている自覚

症状を中心としたω機能分類と密布告な関連が認められ
たことは，これを裏付げる事笑と考えられる 街棟と

してのATは心不全血症aの客被街様として有用な
だりではなしまた繋効評価の判定指概としても有用

" h 
V由開 I.伺4 。伺l
花刈、 '.838 。路4

R 。制4 。拓6

と考えられ。寝迩倹討が温められている 方 ATそ

れ自体は観念的には客観的な循様であるが!その決定

方法にはい〈つかの手法があり t いずれもー畏ー短が

ある Rによる AT備がわずかながら他の2方法に比

して低値を取ったのほ。負荷S量制加に伴いエネルギ
代副首の釜貨の都合が脂肪から指優位へ変化する点を

AT としてしまった例が含まれるためと考えられる。

今回は検者間の畑頼性について検耐を行ったが，測定

値の推移を運動向時間に対してプロットしてAH求
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める方法の方が伺創性が高し遜需のー次回婦による

V slope町普位前dではやや劣ることが判明し.この方法

を録用ずる鋤合にほ何らかのコンビ鼻ーター処理Eなど

の"便性が示唆された 間関に....の特定者による

決定院比般的佃順位が高いととから，繍効解価などの

障に隊二...検隊臓の篠周と何時に複a院の判定者によ
るATの検定が量要と増えられた

' ‘・・0・UI.II;え分析による AT1;1:ゐ寝息の重症庫が高
〈なるにつれて4底値を示した "Rによる'"金で雌V

d。関 町官thod，V!/Vo.によ ヲて..~た AT優より偉

い・.示した 3)佃銅色について棺Vνv.とR<
よる方修が良好であヲた

i '"猷
1) We畑 r，K.T. a岨 3四 cki.1.5.: Cardiopulmゅ
nary exercise testillj for eval嶋 tlonof chr。叫c

ωriac fail同 A胤，.c.刈101..隠 22A.l鈍S
2l佐久間昭緩劾得価ー酌圃と解初日 車京大学

幽販会東京 19・1，pO.S2 
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統一テーマ

作業筋の血流量および酸素摂取率と乳酸変動

大北泰夫・ 量纏功次・ 戸嶋裕徳・

心畿鵬低下Z揮では，健常静に比し， .盛大運動鈍や媛

"世代耐開催 (anaerobicthresholdlが低い11"とされ
ているが，逆に運動耐容能と心観能との閥速がうす

い"という指摘もあり， 11近週動向暗殺定に.砂る宋舗

の役割が注目的されているそこで，週働能野別に運動

ゅの作集筋である下肢の乳隙働聞について血施盆およ

び酸素筏取寧などから検討した

s対象および方法
様々な程度の心安息を有し，"，動能の異なる男性25
例を対象とし。病盟結よぴ多段荷量運動負荷鼠験による

.. 動能から4群にわ妙た(fI!1) 

A'字(3倒的 後心"'.よぴ疑いの現役プロ鍍繍選
手でいずれも良好な運動能白

BI浮(8例):NYHAI 鮮のa血性心臓摘で， 5例s
a安心症。 3例は隊問盤心筋制度"，.
C'学内側): NYHA 11鮮の陳18性心筋....，側
弁腹鐙で調副a・4領1.I!t.型仙筋盆3例
0"'(5例): NYHA 11群3例.JlI t浮2例でいずれ
も弁醜症で心房細動

隼働は50"削後で錘憾なし左食道彫の駆出寧はC

"のうち弁'11症を除<s例での値はA.BDより低<， 

遭働総では各齢聞に差をみた.

方法拡 通常のE診断的カテーテル倹査の直前にむカ

テ宣で.. 他自転車エルゴメタ にてzoヲット (W)4 
分ごとの断槽訟で負荷を施行し.後半2分間で然稀釈

掛こて心拍幽Jt，下肢!In!U:.働併脈酸衆飽和慶およ
び乳酸値などを測定した。下肢血総量1:Wilωnら"

の方法巳怠らい.既に'暗殺防したどとし大属... 震を穿

刺し僻希釈法で外崎情.... 血施..を傍定した 岡..に

留置したシ ス倒孔より大腿"脈血を採血した

.久留朱大学医学..，内側

{守旬。久偏米市鳩町."

s 結果(署長引および考微
下肢血涜量Ii，座位で2をはなし週"により各幹共
に著相したが.20W負荷時には。 A.BDは， C併に

比し高傭であった 40W負荷時にもB鮮はCI撃に比
し高値であった運動能の良好な群では，不良な群よ

りも岡ー負荷時の下肢血滅震は多いと考えられた

血健墨色ならび俊策梢質量を漫定する主要因である

動静脈酸素絞差について。下厳a世襲g買取撃として検討

大..緑aゅの.・R岨 W唱Jdl((m""叫刈巴官》

" 

淘

ωm 

• 
2・
(2.25) 

" 

m 
11，12) 

向。

仙川副

s l . I ・ ， " 
30 40 50 “ 
-ro."，敵軍備}

関 1下肢の蛾東帽思噂と朝凪変化
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現 1封患とした男性白例の拘置および騨舟け

NYHA A(ay} e w{ekl富g山}畑 EtzVolD ogy r，問zacetc刷tlon 
Ex. capacity 

11 m IHD VD DCM n(%J (Mets) 

Group A 3 "土6 "土3 3 (af 1) 同士自宇C 10.7土...・
Group B s 53土10 59土6事A 8 "士lUC ..士'3寧
Group C 9 ..土9 5.主50A 2 4 3 "士自 ..土...・

Group D 3 2 52土10 55土"A 5 (af 5) (一} '.L士u寧

Rx. c..-j，y .. 鉱山叫1田 園町Ic....n diso.... VD_叫削除醐"di山 e町一
岡山田…一……"'叫…0，叫C.....帥叩

表 2 安静座位および温動中町血清量.酪景摂取串と割凪動薗

(bH 明R2} {t/mCin1 /m勺 Uμ1mお知E/mW'} 官?L{msz /vm/mclh n s) (凶mUucdVt 2} {mMAgv/t 創th) 
Group A 
Bike 59士" 2.31士0.17 O.l~士0.01 "土Il 12:!: 3 10士3 H・
，"W ~土"寧D 4加土0.45事D 0.95:t0.21阜C 48:1:16 ~士" 12::1:3 10:1: 3 
，"W 時;" 4.71士0.44 1.18土0.34 52士" '"士52 12:1:3 "士3
ωw  ".士E宮 5.~宜..~ 1回士'.M 国土Il ".土.. 12:1:2 Il士Z

Group B 
Bih 65士9 2.41土'.3畠 。"士自Q5 3l:i7 10士3 7土3 6企3

'"W 19:1:7噌D 3.制士.56 0.93士0.24寧c "士10 "土" lH:6 11 ::t:4 

<OW 関士世帯C U2:!:O.46 ，.~土0.17・c 53土8 llH17 問士" "土10
ωw ，Q5土J5 5.19主'.66 1.53士0.36 50土6 ，..士" "士Il_A "土10
Group C 

Bike "土6 LM土0.48 0.15士O阿 )5土10 9土3 w 7土3

'"W ..士宮申D 3佃士0.71 0.67士0.16 50土5 “士Il '"士4事AB )5主4・A

，"W '"土昌 4.12:1:0由5 .. .. 土0.27 "土7 白土" 23土7・A 詑H ・A

Group D 
Bike 79:1:9 2.23士0.42 。J5士O田 23士" H2 10主2 10士Z

'"W ".土問 3.37土0.55 。"土0.15 48:1:5 67土Il "主5ホABC21:1:3・ABC

0， Ext._oxn園田t，act国丸 'W'同時釘'"酬圃m同畑、 V.L..t'OY，個帆届1首相，..An.!..aCl_.，.'町1・'"且国.，w_w.n .. 
'm岨凪ま'"

.・1岨旧.1._叩lparf柑曙 !p<O 崎): . .......c，..，.，p... ・ B 晴~刷， ，. ・ E咽~凹pι

した 週動により各務共にその0・は噌加したが，悶
負荷時での比肢では各群聞に有"差はみられなかっ

た

大島俗線血中の乳酸価は，盛位で董はなかったが。

20W負荷時に遭働能の低いD，C群でI;l:B，A群より

も高値であった 40W負荷時も C'撃はA"より高〈。

印 W負荷時もB鮮はA"より高値であった 全体と

して，運動能の低い務ほど運動阜鋼に乱按値陥よ界し

た 運動中の乳酸上昇はいずれの併も大樋鯵燃で動燃

より早期にみられ，作集筋での循環代働lIr懲の杷姐が

霊安と考えられた。また織気性代附陶値測定にお砂る

乳酸備置については脈動脈混合鯵脈血中の値で1;1:， 12 

mg/dl程度><，されているが，今回の作9腹筋での検閣

では。大畠僻脈血の乳a慢が20mg/d/，劃脈血中でJ5
mg/dl程度を鎗えると酸集録取率の制加を余り伴わ

ずに乳険備が愈般に槽加する傾向があり，運動による

エネルギー情贋増加に対する鐸気佳代耐への急速な進

行が示唆された

また大関"脈JIiJ中の乳酸価と下肢駿無安否現段皐との関

係(函)jをみる"運動能の偉いD-C-B→A群の

刷に酸集第取率の櫓加程度均少ない得点ですでに乳阪

の上昇傾向がみられ。反対にプロ銀愉選手のA"では



ωw負荷まで....主要取耳障のみが置.. 閣に増加し乳酸
の上昇ほみられなかった この飢句協，運動能に対し

て下肢血涜量を...視し，同一負荷鱒の働'"帳酸来鮫

援は心不全鮮で高いとした線命"とは異なり，運動艇

に左心俊艇よりも動附咽酸'"鮫..を'監視した..e叫に
近いと考えられた a隆副，.む不全思者で血湖底低下とは
無関係に骨格筋のタレアヂシ鱒敵が不足するなどの代

樹異常剣が指摘されており，運動能決定に対する脅絡

筋など宋備の役"は大きいと考えられた

s鮪爾
温動能の決定には，下肢血...を左右する心複能だ

げではなし宋舗の骨絡筋.~心とした組臓の酸無利

心鍵 Vol.21 SUPPL.l (1989) 113 

局効率が大き〈彫.すると考えられた

s文敏
1) Ma也umura，N. et al.: Circ叫ation.68: 3ωI 
1銘3.

2) Weber， K. T. et al.: J. Am. Con. CardioJ.， 6 : 711， 
1割弱

3) Higginbotham， M.B. et al.: Am. J. Cardiol.， 
51:52，1甥a
4) Wilωn， J.R. et al，; C隠叫"・'"ω 1079， 1鱒4
5l大北事夫。ほか脈管掌.26:175，1鎚6
6) Ma錨ie，B. et al.: Circ叫lation，76 : 1009， 1981 
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腕ーテーマ

虚血性心疾患における嫌気性代謝間直

と虚血性ST低下の関係

佐藤樽・竹内微・ 内山隆史・

畳図徹・ 伊吹山千晴・

a血性心"'"{以下IHDl息者の運動負荷依畿にお
いては1 負荷時に出現する心筋混血が...大運動耐容

能を規定する閤子kして2重要である しかし，歪・大
負荷にお砂る運動画両容能抱練である鱒然性代側関随凶

(anaerobic thrωhold，以下AT)尚開眼要因として
の負荷密売心筋虚血の窓積院明らかではないそこで，

著者らは。 IHD~患者を対象とし，岡疾患にお砂る負荷
続発心筋虚血のAT幽現への関与の有無について検
射した

s 対'"および方法
対織はIHD患者33名(男性2ゆ名，女性4名。平鈎
年・11158.4歳〉である.全例主餐沼状動脈のいずれかに
75%以上の狭唱を有し，運動負荷縛に有窓ST{O下。

ATの出現を示したなお，下肢血行樽嘗，貧血，呼吸
復能陣曹を有するか，運動トνーニング下の定例は含
まれていない.

運動負荷賦験は， 30Wより開始し. 3分ごとにm
W漸噌する坐位自転車エルゴメ タ による盤候限

界性多段階負担町を行った 3点よりo舗を少後にお砂
る1.0mm以上の水平型または下行盈の ST低下を有

窓とした 呼気ガス分析は日本‘智正栄エアロピック

プレセッサー391を周い，体酸素S聴取量 {v叫に対す

る分時鋭気温 (VB)の比布νv.が連続的よ昇を開始
する変闘点をもヲてATとし.AT凶現時の、、(VQ，
AT).有憲ST低下出現時のv.{明'0，ST dep)軍大体
酸素摂取.(限ak¥70，)を各々家めた駕状働脈得変

.. 盆度低，狭市都位，狭噌度より coronaryscoreを算

出し各鐙例同.. 症"，m簡を行った 5<0"が高値であ
るほど病変2血症度が浦町いことを窓e食する

東京医制大学.，肉制
(〒3切開・同区画開 6-1-l)

s結果
ATと有窓ST低下出現の附後関鳴を示す指標であ
るVo，STdep!Vo，ATは図1のごと<14.6 %から
176%と広範囲に分布し，両者の出現は必ずしも一致

しないことを示している。また， coronary score陪

Vo，$Tdepと有窓なS慢の網開を有したが，切らATと
は相闘を示さず1 沼状動脈術!!I:.liltrとVo，AT値の
大小硲無関係であった(図2) さらに，、弘 STde~

1:. Vo.ATおよび開akVo， 1:.の繍闘を調ぺたところ。
Vo，STdep陰開.k司{o， 1:.の聞に r=O.asの良好なE
相院を有したが.Vo.ATとはr=O.57の租な縄開し
か示さなかった{図引 よって，負荷鵬発心笹虚血

は，媛大漣園出耐容簡に高〈寄与するが。AT凶悪尾への膨
.は低いと考えられた。

s考鍍およびまとめ
IHD思者に.砂るAT出現規定因子に関してli，. 
血の程度ほ応じた左，.壁選.. 異常幽現による運動箇血

機低下がATを決定するという報告"があるが。歪摘
殴剣役与による""虚血故笹dlAT改善をもたらさ

なかったとする線告"もある.ーフヲ，健常人において

は，遷動筋の首度化能力がATの決定因子として...と
されている備に

今f回の貌々の成繍は。 ATの幽現が必ずしも負荷限
発心筋虚血に規定されるものではなく。 ATは負荷時

心筋温血同ilI裂の反映とはなり得ないことを示したも
のである IHD患者においても.宋楠因子がAT出現
に強〈働いている可能性が示唆される

今後.IHD患者のリハビリテーシ，ン，運動療法等
においても，遺.. 耐容能判定僧慣としての有用性が期

待されるATであるが，以上のような点をふまえた上
での野価が必更であると轡えられた



115 (1989) SUPPL.l Vol.21 心腿

vo. A T (..II'"""1l<11 

• 
.-. ，-・U【o<O.OI)
v・O.39X+・・a

• • 
• • ・J

• • •• ・.・ • 

" 

" 
柄。"岬
ー醐

"''' 

..•• 

，.
S
4
S
E
-
-

"""師凶叫1ム

3・• >> 省-
" 

• " 
upm
 

t
刷
・

.. 
AT.有.町包下山理障の剛復帰鋪
司令>ST俊p./t'o.A T x 1刷聞の分権

1・・" 
，"， 

.-. ，-・J隠(，<0.'1)
Y.'.ISX;崎町

Vo，ST師
側I/mln/lcll五B

ム

" 

• 

• n 

Puk Vo. (../1岡山

ι 

" 

制

l則

縮刷w
m 

.-" 同ー・ω{阿@叫'_0泊，・nω

d‘ ω 

• 
'Io 

• • 

ゐ.. 

• 

• • • 
ム

" 

"'''師b./I"，1oJq1 

• 
・

• 
•• • • ・・

iE 

• 
A 

初

3・

初

" ・子
"“ ψ.~綱"yo，STdepとψ'0，AT， 国s

""" M 叩?
S文献

1) w.醍 m制， K. et・1
鈴6，1973 

""鳳和平他 心電図{剣冊)， 5:960，1鈍5
3) Yam凶be，H. et al.: jpn. Heart 1.. 25: 1019 
1984 

~ ) Ivy， ].L. et 31.: J. AppI. Phnゅ，J.: Respirat. 
E回viron.Exerc均ePhysiol.. 0&8 : 523， 1領制。
5) Rω.ko. H. et .1.: Acta Pbyaiol. Sc.，乱.1ω 
263. 1製抱

). A岡町四札"

崎町

向

• 
• 
.・

• 
• 

'S 

• 
• • 

• • 
• 

• • '.・一. .ー.・-L B・
• 

• 

• 

3・m

号

2・

A‘ • “rona.r KOrt l::. ~8T"句 Vo，ATの繍餌
• 舗12 主

ム

2・4 

3・
四 2



116 心風 Vol.21 SUPPL.l (1宮崎町

紹トテーマ

虚血性心疾患における運動耐容能の

指標としての嫌気性代謝閥値の意義

鯵根隆・渡辺霊行・増岡健志・

旋回事宜・松本組馬・飯田安・

小川剛・杉下嶋郎・伊藤厳・

虚血性心疾患において。運動車ij.?j霊能は，その.，震度

を反映する 1指様として。また泊療効果を判定する指

療として用いられており。従来L運鋭利鱒時間や負何

時dOl.lbleproduetなどにより和価されている 今風
貌々は還動耐容能の指舗としての鎌照佳代幽開催{以

下AT)の窓磁を明らかにするために，従来より用い
られている他の銅線と比較するとともに心峨能との関

速記っき検肘した

s対.
対象ほ男性の虚血性心疾息患者32例であり，うち
16例附心筋寝竃の既往歴を毘めた負荷院験後に縮行
した窓働贋造彫においては"例で主要癌動脈綾に 75
%以上の内陸後穆を認めた.通勤負荷鼠般は臥'"エル

ゴメ タを周い，初回負荷"を20Wとして1分ごとに

lOWずつ柵加し.自覚的a盛大負荷を施行した 負荷
時l分ごとに心鋪敏，血Eおよび心電図を濁定おるい
は記録した またMijnhar由社製O司∞，-，を用い
て，30秒ごとに分時tfUII.:a(VK)。体酸術祭取:1:('1/0，)，
炭酸ガス各停泊:1:('/0)，)を測定し，これらよ， vザ'10"
v&/vro.およびO，-p1凶毘 (Vo.!.心拍数}を算出した
ATは， Davisらに跡，1)， VE/V凪の上昇を停わずに
VE/Vo，が上界を始める点を検出し.その時点のv.
をもって表わした 以上の成績より，運動耐容能の錦

織として.①AT，②負荷... 権時間(ET)および③負
荷侠点に.)タるdoubleproduct (DP)を求めたまた，
明倹時心プールシジチグラフィーより安静時および負

荷停左室駆幽分画 (LVEF)を測定した

'..大学箇康厚手系内尉

内捕っ〈問実豆台 1-1-1)

g結果

会32例について。ATとETおよびATとDPとの
"の関連につき検'守したが いずれも良好な絡調関係

を寵めなかゥた μ、.Tvs ET: r=O.52， AT vs DP 
r=0.35)。
選園時耐容能各繍視と負荷時ST¥i.下 (J点より o.oa
砂にてO.lmV以上の水平ないし下行傾斜忍ST低下
を有怒とする}との関係を績肘し，図lに示した ST
低下鮮のATはST非低下鮮のそれより有窓に(，<
0.05)健医を示したが ETおよびDPについて拡商務
聞に有怠差を寵めなかったしかし， ST値下"とST 
非俸下併のATの個々の剥定値をみるt，阿鮮明には
大きな.なりが認められた

次に， ATと運働時心ポンプ犠飽錨僚との関係を検
討し，図2に示した ATと還動負荷時EF.ATとd
0，-，叫~(安静時と AT 酷の 0，凹i鑓の釜}とに.，

いずれも有窓の亙の相関を..めたが，個々の計調舗の

ばらつきも比般的大で~った(倒 2 .) そこで。次に

対象を心筋模型臨合併の有無により 2併に分銅し， AT 
と運動負荷時EFとの凋係につ害検討した(図2b " 

便.. 合併例では両者聞に有窓の個闘を寵惨なかった

が，使奉非合併例すなわち労作技心症例では局者聞に

有憲の網闘を箆めた(図2b) 

1 .号機
今回開検射において，ATは他ゆ温酌耐容能の摘様
である ETやDPとの良好な相闘を示さなかった.こ
の司区はATが客観的な姐梅でおるのに対し， ETや
DPは被検者の直覚症状や宅貧者の判断などの主観的な
因子により修・されるためと考えられ， ATは運動耐
容能の措梅としては他の抱槻とは徐立した窓畿を有す

ると2とが矛凋俊された
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一般に心疾患に.いて遭鋤耐容飽老練定する関子は

単ではなし心抽出量に代表される心ポンプ倒阻ま

重要な図子刊の1つに過.ないとされている 心織館以

外の線定国予としては，運動蕗への血涜配分や運動筋

の敵集侵里民能などが考えられ，これらには日常生活で

の身体活動νペルや服用蔑剤な.<が修'すると考えら
れる 今回の検肘において。 ATが心ポンプ繊飽楢様
邑有"の相闘を示したものの，比般的組な格闘しか.. 

ゆられなかったことは，上越の・突を司区づ"る結果と

考えられる。以上の限界はめるものの，虚血性心疾患

の中で。負荷により街たに心筋虚血が出現し心織能の

低下する労作狭心縫例に限ればATとむポンプ働能
との間拡は比叡約良好な楢欄を.. め，これらの箆例で

怯ATを規定する鶴子として。川被的で陪あるが心筋
a血の発現が.，聴であると考えられた.

8箱"
虚血縁心疾患を対象とし，臥位運動負荷隊取を実施

し，ガス安績より得られる舞気佳代附闘値(ATo.)を
測定した その結果 ATo1は慮血性心疾息全体では
趨働鰐心ポンプ犠能と組な関還を有したのみであった

が.労作狭心盛例においては良好な関連を脅し，遁働

耐容'患の1銅線として有用であることが示唆された

， :0:・a
1) CaloZ%o. V.].. Davis， ].A. et al.:]. AppL Phy. 
sioJ.， 53 : 1184， 1982 

付配値儒者7例につき，臥位および坐'"エルゴメー

夕食荷でのATを測定した 両者聞にはr:::O.92の有
窓の良好な正潤闘を麗ゆたが，会例で臥位負荷のAT
が盈描負荷のそれよりt岨であった附図)
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統一テーマ

心筋梗塞患者のanaerobic出re由。ldに関する検討

中村秀也・ 上回栄蔵・徐葉子・ 星量得慣・

中村帽男・葛域克明・茂原油・ 有宙幹経・

上野雄二・西尾一郎・楢山普羽・

多段織運動負荷献験で" 運動負荷量がある 定の

点を鍾えると，エネルギー儒要噌加に対応する酸素湿

抱系の楓能が不十分となって運動筋鮮への酸葉創建鎗が

不足し燦然的解臓過程によるエネルギ}窓生が関鈎す

るとされているり この嫌気佳代謝蘭健 (AT)は，

Wu陵町、'"ら位より 呼気ガス分析を行うことで非
眠血的に求められることが報告されている制

本研究でほ。急性心筋便慮。ζて入院し. 3段階のト

νッドミル週a抱負荷.組み入れたリハピリテーション
(リハピリ}プログラムに従いリハピリ中の血者につ

いて トレッドミル濁動負荷と同時に呼気ガス分析を

行い，左"'，窓周動脈造修所見あるいは負荷障害のST変

化と対比することにより急性心筋....リハピリ時の呼

気ガス分続.AT測定の趨床的有用性.. 食肘した

s 対象"方.. 
対.，ま当科に入換しリハピリを行った急性心筋梗.

R患者55各.男50'弘女5名で平均年飾1156.6土10.2
蛾であった このうち 32名については左浬・冠動脈遺
彫が行われ，有恕換窄の盆い者怯2:s， U支病変14名，
2伎病変10名.3校繍'"名であった。運動負荷は当

科の心筋"'..りハピリプロトヨール{金!tep15)に従

い刊 紙勾11でlow1町'el(3METsl，8I:ep13でmid

dle levelωMETs)， step 15でb!ghlevel (6 METs) 
のトレッドミル運動負荷を Mu，四tt.社製CASEll

にて施行した 回傷心拍数として lowlevelでは安静

時心鎗散の1.3俗，middle levelでは安静時の 1.5傍，

high level では 1 ， 7僚としたさ色に。有窓な ST~T 変

化危険な不盤線およびB胸痛，下段の鏡労などの盤状

の出現を遣動中止点とした運動負荷k岡崎にミナト

医属学社製RMZOO町.四百により 30秒ごとは呼気ガ

組歌山降立医綱大学循環.内調

伸一・"IiUlH::.了。

ス分続を行".厳禁梢"量(Vo，)と分時鎗無量(¥7Bl
の相闘をNEC鈎01VM2にて縮写し，商警の車線釣
関係が失われ.v，がv.に比し急観なよ昇を開始する
変制点のv.値をATとした

s結集
1各選働負荷レペルとv.
各週動負荷νベルでのv.をみると lowlevel終了時
には~引g .4.:!::131. 7 mllm泊。 middlelevelで128.8土
1拘 4mllmin， high levelでは否問0.0主221.4ml/mi~ 

であった ATの輔寵された者は'34島であ9，Vo，fi・
の平勾は 883.9土158.9ml/minであった 14島は]，w
level 'C'. 1名はm.ωJelevelの負荷でみら九他の21

名はhigblevelの運船負担宮にで倹幽された

2. ATと"・図ST密化
運動負荷中区有窓なST"下.隠めた者は 13名で

あった。'!lに示すごと<3METs来測の運動負荷

でST値下を示した者".名.3吋 MET，の運動負担奪

で陪2:s.4へイ6MET!の運動負荷では2名であり多〈

はAT来測の負荷でST変化が出演した ATの見ら
れた省は AT(+) 1:.した

3. ATと左重・鐙動脈遭膨所見
閣2に示すごと<AT 1:.左宣駆幽分'.(EF)には有

"な'"繍健 (r=O.628lが...られた。隊寄枝倣別で
は.0および1技例変で陪 ATは14.4主2.2ml/minl

"".多袋棚変者では 14.3土1.9ml/min/kgと有窓，.

を健めなかった。な忽."筋If.. 録地別にみた ATに
は明らかな廷はなかった

s考織
ATは.健常者ではVo，maxのS令、60'しよ〈トレ
ーニシグされた運動選手では事ト初%とされているぺ

ATはv、muと問視有酸無能力あるいは運動樹容
能の掬様とされるべ底た，心療""者ではリハピリ
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禽 1ATと心s."
Total S加命Z盟Wk脇酬田5T 守、
C出 (Mean士砥M)IAT{+l 

Low level 

5‘ (o-3MET副
9 6崎士" 2 

Mα鳩吋山MlE削a " 2 612:1:115 @ 

岬{ψ4IMMErgo " 2 宮u宜z 2 

AT幽叫cthr，叫

により ATが高〈なることが報告され勾リハピリの効
果をみる上でも軍買な循繍であるときれる刷山岨ら

は".労作性狭心復・4旨では遭動負荷による STO番下
旬のv.とATに有窓な網"があるとし。心筋a血は
有国...能力老練定安る lつの関子であるkしている
しかし.*研究ではATに遣しない低レペル運動負荷
にて有窟なST低下の錫められる者が多<.寝鹿宛盆

後比較的皐剣の者では.ATは心筋虚血を解価する掬
割前に陥なりがたいと考えられた さらに，梗a節也や
禍思敏もATとは関係が少ないと考えられた
方，左盤観艇と ATの関係でほ，関者に有.. な定
の格闘がみられた E閣.，らは"心筋I!a.警鐘数カ月
後の者について v.ゐ~，.左宣織能について検討し，

安静時から湿働時めEFの変化は守'0，max， j農大酸素

..あるいは最大心給般と相闘がみられるととから，友

重複飽が好然的遺働耐容能を甥定ずると報告してい

る とれらのことから，友重概能の陽書された者では

運動早期より末常循環の陣奮が絹こり..."佳代劇の

発現する時点が思〈なるととが者えられる リハピリ

トνーニングにより骨絡筋におげる酸禁制周飽の改替
が見られることが知られ"週動療法のB俊樹往復序とし

て鋭明される会初，本研究守得られた成..陪リハゼリ

初賜のものであり。末楠性機序の関与は少なしATは
中枢である友重複艇を強〈反映したと考えられた

以上より急性心筋使..リハビリ時の心筋虚血を静価

する上でATの窓畿は少なしこと位リハピリ初期で
はATI:左宣観艇に。より強〈彫・されると考えられ

た
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園 1ATと左車庫出.

s まとめ
急性心筋梗易リハビリ時において運動負荷と問符に

呼気gス分析を行い，以下の鎗衆を得た

1呼気ガス分析より.."佳代附関値 (AT)を求め
るにほ約6METs程度の運動負荷を，e:，]慶とした

2遺動負荷にで心筋a血を示す警はAT来測で見
られる者が多かった。

3. ATは。権..'"倍.稜病疲散では釜が認められな
かったが，ま宣周区幽率と有意なE相闘を示した.

以上より...位心筋I!aリハピリ時の心筋重出を際

価するよではATの恕畿は比般的少なく，ことにリ，、
ピリ初期ではATは左重傷能に，より強〈影響される
と考えられた

s文献
1) Wa田 nnan，K.: Am. Rev. R錨pir.Dis.， 129 
S 21， 1鑓4
2) Wa車問叫K.et剖 J.Appl. Physiol.， 35 : 236 
1973. 

a上悔健治，ほか 日本臨床生理学会館， 16:359
1986. 

4) Davi思 J.A.; Med. Sei. Sp。民.. 文官宅.， 17:6，
1関5

5) Mats-凶削raN. et al. : Circulatiω68 : 360.1983 

6l山辺裕，ほか目本館床生理学会騰。 16: 31， 

1986. 

7)山辺裕，ほか 目胸習廃合肱 21:631，1鈍a

8)白隠anI.A.A. et aL: Circulation， 70 : 552， 1鴨4
9)斎麗家鳩隆康俗学， 23:842，1鈍7
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一般演題

健常男性における各 stageごとの運動負荷時

非観血的心拍出量測定の試み

高木~凋周・石図恵・大蔵勝弥・

矢吹仕・町弁源・

遺勘負荷時において，む鎗幽霊 (00)を測定するこ

とは心債の予備維を知る上で.裏な指視のひとつであ

り。従来よりその測定には，多〈の線告がある。しか

しそれらのほとんどは 鰻大または，要最大負荷時の

一点のみの測定でる札観血的測定であり負荷の各

戚."，ごとに鱒し〈淘定されたものは少ない本研究

の自院服。飢餓y'~再呼吸法を用いて，健常男性の運

動負荷時の00を湖定し，各年齢層ごとに，各紙切望

ごとに比較倹討いその闘婦式を得た さらにこの'"

mとして高血圧患者の運動彼法前後の00の変動をみ
た.

5 対..と方漉
対象は，年齢21/1から略寓までの健常男性32例，
21般から 30・までのA鮮13例(2l玄'.9疲れ31/1か

ら"・EまでのB齢9例 139企3.8.)，51.から 76蛾
までのC鱒10例 (65玄1.'歳〉である.運動負荷は。

"回dmi1lの修H_法を用川安鯵立位， exerclse 
のstageIからvtでの各stageごとに測定した宿
線としてCO..c.'係数(α).心拍敏 (HR).平勾血医
(MBP)，ー園摘出量(SV).末情血管，.疏偶数(TPRO
を周いた 各抱織のそれぞれについて各隼齢制ごとに

箇婦式を求めた

， ... 
図lは.A臥 BT，CDにおける口の回帰式を示
す Xはs!age，0は安伸立位を示す回帰式はそれぞ
れ Y=2初+1.01 X(r=0.91)， Y=2.55+0.87 X(r= 

-東，事大学医学・，..肉斜
t字国間嗣岡大・ 2.11-6)

0.96). Y=2.44+0.90 X(r=0.97lであった A解は
B. C併に比して安"時の口が高しその省加も他の
".に比して急峻である .. 字とC鮮の聞に陪明砲な
繍..は"められなかった

他の繍却について，∞は Y=4.6耐1.79X(r= 
0.97)， Y=4.57+1.50X (r=0.96)， Y=3.86+1.48 
X(r=O.97)， HRは， Y=箇 96+16.39 X (r=O. 9同)。

Y=61.96+13.95X (r=0.95)， Y=68.20+12.34X 
(r=0.95)， MBPはY"'91.36+4.93X(r=0.97)， 
Y=97. 94+4.73 X (r=0.94)， Y= 105.49+4 .80 X 
(r=0.95). SV 1:. Y=74.OZ+4.05 X(r"'O. 72)， Y= 
73.15+2.98X (r=0.85). Y巴“ 75+3.92X(r'" 
0.91)， TPRIは， Y=2.473-240 X(r= -0.93)， Y= 
2.741-240X (r=-O.96)， Y=3.101-33引5X(r=-
1).96)であった 回帰式に.いてα).HR. SV怯年齢
とともに低下傾向を示し MBP，TPRIは増加咽向を

示した

図2は若年高血箆患者の運動療法前後の簿欄を

鰍併ロaのstageVにおいて健常緯と比綬したもので
ある.症例陪， 33.男性，安静時血圧は。 "ν100
~H島降医療の原康震はない運動療畿は，自転g

ergolT雌eτを周い， HR 120 beats!m仇 l閏40分，週
3図。 1カ月間絡行した運動償法後の安鯵符血圧は

正常値に戻った。健司.. 孝A，BI撃と，還動tI法前，後

を示し.A併の値を""とした 運動実法附の値は，
α)， CI， HR， SV， 1;1;いずれもA，81字より高<，TPRl 
は低かった遷動銀法後は，前広比較してα)，CT， 

HR. SVは低下し， TPRIは鳩加し.A鮮の値に近づ
いた他のstageにおいてもほぼ問機な傾向がみら
九運動康法の効果が血行動態的に惚められた
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健常人におけるa自動負荷時α〉の各年齢膚の比伎
は，日"舗，kら川ηdir氏 t Fick法による般大負荷時

coの比較，国志では，権陶らmのα)，湾呼吸滋による
最大負荷時印の比較...測引の褒蛾大負荷時の報

告などがみられる また負荷の窃度によるco測定の
線告例制も鴎められるが。司拠出的検釜であったり。症

例叡などの関係から必ずしも+分とはいえない今悶

著者らは，.. 鴛男性の負荷各.，，，ごと，各年齢層ごと

の∞を測定し，各指楓，各年鯵眉ごとに悶帰式を求め

た このような綜細な報告側は，著者らの知る限り認

められない aた応聞として高血国縁者~.. 動療法:Im

後の運動負荷縛間各掬績の変化を比股し，運動療法の

血行動感上の効果判定に有用性が毘められた 今後各

魯ゆ疾患の病蜂や治銀効果の軒定。あるい"リハビリ

テーシヨンの街"などに応m可能と恩われた。

s鎗緬
1. A，剖 yJene胃呼吸訟を用いて健常男性にお防る

St'i~ V 

刷

，" 
図 2 .""還....添削畿の各掬網の..助

選動負荷各....ごとにcoを測定し， A'仇BT.C 
稗，各年働網ごとにα)，α.HR. MBP， SV， TPRI 
の各指欄についての固帰或を求めた

2回帰式にMいて CQ.HR. SVは年齢とともに低

下傾向を示し MBP.TPRIは増加吟買肉を示した

3高血圧患者の還劃療法網後の運動負荷時の各繍
割前の変化を比厳し，袷疲効策の明定に応用可能と恩わ

れた

S 文献
!)H鎚 sack.K.H. et al.: Am. j. Cardiol噌・6: 2ゆ<，
1980 
2)績伺，ほか体育学研究 14: 175. 191Q 

3) Katuura， T. et al.: Aonals Ph~io l. An仙."吋
5 : 39， 1986 
4) Miyamoto， Y. et a1.: 1. Appl. PhysioJ.， 5s 
1198， 1982. 

5) Hig創"'加山am，M.B. et al.: Clrc. R倶，58:281

198. 
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ー咽演圃

高齢者高血圧症の運動負荷に対する昇圧反応性

心肥大との対比

山田憲司郎・斉藤俊弘・稲垣畿明・

週動負荷に対する昇圧反応は 般に加齢および

高血匡で槽強ずると曾われている 段々の敏盆でも，

以前より，高血豆症に対し単ー負荷法による臥位自転

車erK"ome問r運動負荷賦験を行っており。阿織の傾向

を認めているが，年僻九高血医の程度により分鎖した

各2時間における差は。必ずしも大倉〈な〈 方各

騨内にお砂る"ラツキが大きい.とすると，運動負荷

に対する界庄反応のヨ医院。色白忽齢。体量。遭動習慣

などの楚による生体vanationに食うととろが大きい

のであろうか。あるいは高血圧にお砂る何らかの術館

生理的盤興によるのであろうか との点を明らかにす

るためt 今国院運動還手としての径般や運動習慣のな

い"..以上の高働者で，体質45-75kg， 11廠療の本

銀性高血匡盆を対象とし。選動負荷に対する昇圧反応

性の強弱から"専に分類し.その重量を隼じる背最富子，

血行動般の，.. 略を倹制した

， ，時.および方法

定量負荷盤臥位自転車ergom出 rl.25Wat山'..

6分f問の運動負荷献験を行いえた高齢者高血圧症η
名~.上述の....を測たし，心エコーで良好な画像が

得られ遭勤前，中で血!II!noradrenaline淘度を測定し

た20名を対線としたこのうち。運動負衡による収繍

期医上昇分を心拍数槽加分で除した健(LlSBP/LlHR)

が1.0以上の者を昇圧反応径の強いgroupA(n= 

引， 1. 0来欄の者を昇圧反応性の弱いgroupB(n= 

11)1::分鎖した まず，高血医俊民縄合併症を2鈍4年
東大三内科合同診断基噂に釜づき点数で解低血膿

-予罵大学医学$03肉鰐
〈〒2. 千葉市1f:1ll-g-11 

。oradrenaline~・ tr (nor詞J.血!II!adrenal愉e温度
(ad.J.血媛，~附活性 (PRA) および血.aldo副'"
'"'漫度 (aldυ を仰臥位安鯵30分後に溜定し。 ωエ

コ を施行した心エコーでは中隔眠左宣後堕厚と

もにIl~以よを LVH EÐ，ともに1O~以下を

LVH6とし左重心筋量を面、制叫の式から求め
た 運動前!中で心鈎敏，血圧I 心摘出.および血.

noradrenaline llttを測定した 心他出量肱色実務釈

法で測定，全予告檎a底抗は心掲出量と平均血ffから
Frankの式を用いて算出した

s結集
願署."程度 (groupA vs grω叩B)はむ(1.6::1:0.8

点vsO.7:t0.8点}は groupAでより"症だったが，
脳 (0.2::1:0.4点 vs0.1土0.'点九腎 (0. 3土0.5点

v80.2土0.4点).眼底(1.5土0.5点V1I1.6土0.5点}に

は登を毘めなかった血E側連h。口問問は， norad. 

(0.20::l:0.09pg/ml vs 0.21::1:0.04 ng/m/) ， ad 
(0.04土0.02ng/ml vs 0.03士0.01ng/mf) ， PRA 
(0.93::1: 0.54 ng/mllhr vs 0.72::1:0.57 ng/mllhr)お

よびald.(84主29ng/dl v8 61 + 14 ng/df)とすべて有
窓盆を認めなかったが，信PRAおよび低.Idの者は

group Bに比般的多かった

運動負荷に対する反応匂roupA 還働前一・中"

lITouP B 運動前吋中)陪む拍敏 (68::1:9.....130企15/

min vs68土14→ 132士26/min)，norad. (0.20土0."
-0.62土0.16ng/ml vs 0.21::1:0.04→0.'週土0.26
曙1m/)は運動的.~，もほぼ同値でるった， 方，血

圧(152士山/87土8司 236玄17/115土14mmHg vs 

164士18/92土14吋 2晴土17/114::1:10mmHg)ほ湿動

綱ではむしろ groupBが高値を示したが，選動中は



印 心緩 Vω21 SUPPLl 0%9) 

gToupAが高値を示した心鈎幽.(4.14土0“一-
11.63土2.83l/minvs 3.74企0.81.....10.03:t2.2汗1/
min)およびー回錨出.(61コt12.....91主26mlvs騎士

12.... 71土18m/)は溜働前にgroupAでやや多<.全

当医術a島統 (2，227コt473-0  1.201コt308dyne蹴="・w
2.691土593-1.249全232dyne.田・m りは運動"に

groupBでやや高かったが。運動負荷による変化の

pattem 11同様であった 左重心筋量は安静時収縮湖

底との聞にr=0.298(NS)と有窓な相関を隠めなかっ

たが，運動中収島盛期亙との聞に1;1:r"'0.5臼 (p<O.OJ)

の比般的良い報開を..めた 心底大を有する者をLVH

$ (n=IO)，心."'"を有きない者t"LVH8(n=10)と

し..dSBP/.dHRの値でplotすると.LVH$は10'島
中"ーが1.0以Jヒ.LVH8は10各会例が1.0来測で
あった(図Il.

! .... 
運動負荷に対する昇圧反応憶を検討する楊合.食荷

量出般に周いる p"四 eterが問題となる稜々の

敏宣でほ体"あたりI.25Watt!kg6分聞の負荷S止を

般定しているが，岡崎に測定した METsl主体S
'5-百kgでは体重による有窓穫を認めなかった し
かし，外的負荷量がー定であっても，個々の生体にか

かる内的負荷量はー定とは隈らない例えぽ僚の畏姐，

日傭生請での運動量および運動負荷隊"を行った経験

の有無などにより生体反応広強"が生じる そこで，

本研究では.dSBP!.dHR.つSり，ある一定の心術数増

加を'要する遭動負荷に対しどの..，.収縮問圧が上昇す

るかをp"，開附巴，.し，とりあえずこの値が1.0以上
の者を昇圧反応性の強いgroupA.1.05候測の者を昇

圧反応色の弱いgroupBとした その結果，祷緋で心

以外の陳腐合併症，血滋adre澗 line，norad館naline

aldosterone湖底 PRAおよび目安静時血行動厳には明

らかな差異を飽めず心合併症がgTOupBに比し

groupAでより"盤でおヲた遷動負荷前。中の心鈎

数，血般noradr朗 aline1I.!8:の変化はgroupAと

group Bで珂鍾度であり.柄岬にお妙る易摩反応盆の

釜は生体にかかる負荷量の差あるいは心狛歎噌加の抑

制によってで}まなく.groupAに.げる血屋上昇の先

進によると考えられた itl:.gr叫，pBに比しg官官"pA

"遷鋤闘の血，.がより低< . 逮動~の血，.がより高い

ため，界，.反応伎の強弱は安静時のd極度血症度以外の

痢修生理的....の差異によると考えられた そこでb

group A 1:: grω，pBとで心合併症量症度に差が見ら

れたことに注目し..::ISBP/.dHR 1::心肥大の有無との
関係を倹'守すると.group A (.::ISBP/.dHRii:I)は9例

会側が心肥大を有し。"加，B(晶BP!.dHR<I)では

.dSBP!.1HR伺純白C鱒
ロ凶Mφh・1ω
• LVH-佃2・悶

。固~ 。 固因。 園. "'""": . 
一・5 1.0 

' ，.， 2・
LVMi and SBP on exerc鍵

閉 山由

mmZ1 
。

制

。

• • o.岬山時
・.叫".・'"ω 

• • ，.・・ωX+I55
，.・"'
p<O.OI 

1切

1;， ，. 阿
川
'm
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Eω 

悶 1

心肥大を有する者怯 11例中 1例のみであった また，

左重心筋a>血圧の関係を見ると，左"心筋.1:家安静

時収JlllJCIlal::の聞には r=0.298(NS)と祖"を..め
なかったが，運動防収.""，との聞には r=0.563(p<

0.01)の比峨的良い相関を包めた
左さ電池筋..血圧舗との関係について，安併時血底

値との相聞は癒し仕事中ηあるい陪還働負荷時・2の収

縮期底との相関が良いとの縄告がある。本研究でも問

繍の威厳を得たが，さらに.心肥大のparameterとし

てま重俊厚。界E反応性の陣Y加M"τ として.dSBP!
'HRを用いることにより，心肥大と昇匡反応性の允

泡が衝惨な関係を有することがより明確となった 両

者に linkする痢簡として交盛神経系沼動の冗逝が考

えられる Norad陀 nalir涯による心筋細胞肥大は

偽作用でありへ偽反応性の克進によりむ肥大が鋳

浸する"ととが示唆されており，また，昇座反応慢の冗

遭ba，.反応性の完進と考えられ"。心筋の"ー受容体

作用とともに策構血管.，"受容体作沼が心肥大の道展

に大きな役割を果たしていると考えられた きて，因

調，."復活動において安野碍血圧"盆，.と高血亙往路盤

合併症との解織にしばしば遭遇するが，愈近のS隆司，.. 
自鋤血圧計を用いた研究や遺動負荷鉱般による成綱を

鑑みると，.，闇聞の血庫健または昇E反応性抗原因

か結果か""として，少な〈とも心肥大に闘しては良

い示僚であり ， 高血圧鐙の治衝では.~時の廊底値
虫たM昇圧反応性も十分考息する必獲があると考えら

れた



， .と.。
‘・省高血A'"運動負荷に対する'隠匿反応性の強
調から'"に分銅したその鎗集，今回同対象"で".

昇医反応性の強い者は会例心'"大を有し，界匡反応性

の弱い者拡幅とんどむ肥大.有さなかったi

， "'.賦
1) Devueux， R.B. tt a1.: Cire叫ation，68・70

心細 Vol.21 SUPPL.l (1989) 61 

1鎗3

2) Nathwani， D. et副 Am.Heart L 10$: 366 
1総S

3) Simp$O!l， P. et .1.: 1αi.lnvesし72: 132， 1圃a
4) Nakata， M. et剖 ]pn.Circ" ].. 61 : 895，羽87

5) Yamada， K. et a1.: Jpn. Circ.， J句 61: 925， 1931 
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一世演題

肥満に伴う高血圧と高脂血症の運動療法

杉原弘晃・ 太図梅械・水野嘉子・

岡本畳・ 岩容徹・

従来より 肥測に伴う高血圧や高脂血症の故笹に誠

量が有効であったとの報告は敏多〈みられている.し

かし，それに関わる栄幾および濁動の効果についてほ

必ずしも明摘になっているわ砂でほない

本研究では.，.知県総会保0・センターの肥欄厳重の
ヂ】タをもとに。庖測に伴う高血圧匁よぴ高風血疲の

改嘗における運動療法の効果につ量繍射した

s 対象および方建
対象は1 愛知県飽合保健センターの人間ドッグの受

診者のうち。 B"ω変法(体定/{(身長 1ω)XO.9}x 
100)による磨損度"氾%以上の者'96名である平均

年"は41.0飢男女比は 1: ~となっている

この対象に実施した"前敏宣は，期間を...とし，

初圃と，.月ごとの併5園開倒した。選動処方として

1日1万歩，栄養処方として1呂1.5∞kcalを指場し
た なお，歩徴は万歩計.，際取エネルギーは多根強固ま

穫にて換算した。

! M，果および考a
1)運動.(歩数}と血圧・脂賓との関係

図1は繍触に1日当りの"均歩散をとり，綴織に体
重および肥満度{左上九血亙(左下)...ヨレステロー

ルーHDL::rνステロール(右上).トリグリセラィ ド・
βリポ，.白{右下}を示したこの中で，歩散すなわち

遅勘定と有憲な (p<O..05)相闘があったるのは.，広張

網開血豆と HDLコレステロールのみであった すなb

ち運動量が多い抵鉱要綱血圧は低下が大怠<.

.~.録台..センタ』

{司F・側各省鹿市中区三の丸3-2-1)

HDLコレステロールは上昇が大0<なるkいう結果

となった そこでこのこ唱についてきらに検討を加え

た

21鉱復期"'a・HDLコレステロールの変化
対象をWHOの高血底分慣に従い高血底解(収lI，"
血反 1閃~H，以よかっ，また.. .監護鯛血箆95
~H，以上}とその他の欄血聞に側，回附後
の盆強銅血互の変化をみたものが，図 2 のよ段で~る.

高血圧騨のみ有窓な (p<O.05)血犀低下がみられて

いる.

下肢は岡鎗に HDLコνステロールの傭“""，/引
を携に，それぞれそれ以上を高HDLコνスチロール
...来測を~HDL ヨレステロール群に分帆敏"前

後の変化をみた その鰯果，低HDLコレステロール

"のみで有倉必 (p<O.Oll上昇がみられた

なお，血庖 HDLコレステロールの'"お聞に結

いて.，聴取エ事ルギ ，平均歩...体温度化に釜は.. 

められなかった。

3)歩数故笹率と血反脂質&の関係

運動.の権対的変化をみるために，歩数の改・2巨を

'"のように定磁した

これを金例で算幽し全体の平勾をとる色 12%であヲ

た こζで.12 %以ょの育改荷車IU:(90例}と 12%
未満の低''''率瀞(18例)の21障に分..，広夜期血圧

HDL .:Jνステロールの前後の変化をみた{表1) そ
の組果...夜期血匿については岡野で有怠な変地$み

られなか。たが， HDLコレステロ ルについては.12

%以上の育改.寧瀞において，有窓な (p<O.Ol)上昇

があったすなわち.沼周防震を欄加さぜてい〈こkが，
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園， _.と血慮。剛健どの相関

O~ 
副臥' • 刷 届E
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回...鯛.におEずる盆盛期血圧 HOLコレステロールの主化

HDLコνステロールの"・に有効であると示唆され
た

組果として...張問血互には運動量の絶対量が，

HDLコνステロールにはそれに加え組問仰な遭動.

心細 Vol.21 SUPPL，I (989) 悶
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00ι寸C
函E
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白刷 刊，-. ，-組

度化b関与するk考えられた
ω~I度 ・ .取エネルギー・体温減少&血圧 ・ 脂質色

の網開{袋2)
血，...，貨の.. ・について. 3つの因子{歩歓・録取



" 心服 Vol.21 SUPPL.1 (J制約

~ ，拡雌期血圧 HDLコレスチロールの多敏政..

別茸化

|歩融改曹車孟，，.歩敵盟書車<12% 

DBP(前} 18. 1土10.8 11.9:tlU 

DBP(ltl 76.5主11.2 75.4土10-1

HDL-C(削) 57.5:1:12.0事 53.9::t:12.2 

HDL-C{揖l 日1土14.8 ~.，土 12.6

• p<O.Ol 

エネルギ ・減量"との単相関をみたものが'"であ

る Oのあるものが有窓な綱闘を示すものであるが，
衰のごと〈血圧，脂質の橿鋼により異なった相関関係

を示している.

s結窟
1)肥測審に..月間同様"処方(I万歩/日+1，500
k"ν日)を行い，血反・脂質の有震な"暑をみた。
2)鉱E長期血圧と HDL:Jレステロールの改轡...運

動量(歩数)が大き〈なる寝大曾かった

褒 2 血庄脂賓と象徴傾取エネルギー量提量との 3) HDLコνステロ ルの故ーにより，運動量の変
化事も関与していた

歩数 摂取エ卓ルギー量 減盆

SBP 

DBP 。 O 
TC O 
HDL-C O 
TG 。 。
，-リ. 。
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一世貸凋題

慢性高度貧血者の運動時心拍数増加の

経過と耐容能の問日系

吉原伸署・ 衛本県総・ 5・岡宏事・鍾智統也・
黒岩昭夫・ 市丸事一郎“ 荒木家々恵・・

貧血伏衝では過動心状餓になりやすい しかしその

時の温酌負荷の彫蝉はよ〈知られていないa そのた

め。高度の貧血者に運動療法を積S量的にさせるかどう
かの判断に図葱することが少な〈ない

そ乙で，慢性的高度貧血を伴った透析患者の温動負

荷による変動のうち特に心鈎散と血圧の変化に注自し

て，河野，.慢性貧血者の運動負荷時の反応の特徴を燭私

その臨床的怠療を求めた

s対象と方議
対象盆例Ii，日常生活可能な外来維持選析患者"名

である.これに，~.. 凶n遺動負荷4七修ilEBruce法
により行った ML-8000で心電図から心鎗歓のトレ

ンドグラムを記録し.頒闘に血涯の測定を行った 運

動前と運動終7車前とで，ヘマトクリヲト(Ht)値，血

場乳酸舗，血清ピルピy酸値を測定した

s結集
"名の中には，目線心舗散を達成したいわゆる途成

者 nonnalr.鈴ponderは55名，非違成者 abnormal 

responderは'74島であった との"名をH'傭の程
度から6群にわ砂た これらの稗聞で年働身長，体

重，安静時血a，心拍数には有窓の遺産はみられなかっ
た H'舗ぉ%来測の貧血者が多しそのなかに非達
成者が多かった。

函1民進攻者の運動持続時間とグプルプロダクト

..健医掛大字.，内側

同日九州市哨区医生ケ丘}

..クリニユヲタ
(守801 :t九州市ハ・西区東亙子}

の，H，偏による段階的相途を見たものである 運動

....時""運動負荷の前ι運動終了直前のダブルプ
ロダクトに， H'僅による有窓の遣いはみられなかっ
た

そこで，これらの代劇に1 線気的代耐の関与がある

かどうかを知るために，運動の鮒と直後の血清乳自慢/ピ

ルピシ陵比を事めた

臨2には達成者nonnalr回 lponderでの運動前後

でのとの比の舗を，H'僅の段階別に示した安飾時犯

は， H'の低下と共にわずかに相加傾向がみられ1 還動

車後には"島々 の H'値の騨ごとで増加し.その程度は

H，，.の低下"である隠どに細大した
このように高度貧血者には代術的差がみられたけれ

ども，運動前と直後でみた血行動慰問釜が見られなか

ったので1 連動の途中経過に血行動膚的差がないかど

うかを倹討するために，運動途中のむ鈎敏の増加の経

過をa医療した
運動負荷賦献を行うと，遺鋤開始とともに心細数が

漸次楢加してい〈例と，運動早期にむ鈎敏の峨加が著

ししその後の経過健婦噌型と変わりない傍とがみら

れた そとで，各定例の安静附心拍峨に対する週駆動開

鮪4分後の心鈎微細加率 % im::回 sein heart rate 
をもとめた その結果t'.Ht舗の段階別に図3の自

治ラムで示した

進成者では，H'の低下に伴ぃ。心拍数槽加率が有意
に制加することが... 廃された。 ー方，この心飽曙加寧

はt 非遡成者では低いことが観療された{図3の胤カ

ラム}

g考鱒

外来維縛透析息者'"包に岡“副l選働負荷院験
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を行った中で，回線心鈎散を途成したものが，，%あっ

た これらでは H'値の低下程度と運動持観時間，グ

プルプロダクトに霊はなかった しかし，沼周防による

血清乳滋/ピルビン酸比"H'舗の低下に伴って稽加
していた この鎗果は.H'値の高低".遭働州民時間
が同じであれば，安"..と運動鰐了時の血亙心鮪随時事

に有怠の効果を及}まきないが.25 %宋測の貧血者で
肱，安静略すでに."世代劇が高まっていること，お

よび還'"ゆとよってその程度がさら区高まることをしめ

している.

慮た，還働による心拍散の相加の過程に.相還がみ

られた.すなわち。達成者では.H'鑑が低僅であるほ

ど，心相同早期急増盤が多<.非道."者でほ。 H'信の

高低にかかわらず達成者より....家した

この鎗身院は，慢性的高度貧血時の運動負荷に対する

心狛"の僧加に，何らかの代償横健の存在を示してい

ると思われた その因子に自律神経の拠節状態が無視

で容ない

心服 Vol.21 SUPPLl (!9S9) 67 

S繍窟
1外来"縛透析息省72，"にt毘admill.....術猷
般を行った。

2目"心循敏を達成したものが，，%あり.とれら

では"，"の低下程度と運劇鱒畿時間，グプルプロダ

タトにSをはなかった
3. !atl心拍遺成者では，運動による血清乱闘食/ピル
ピン院比は.H'僅の値下に停って鳩加し，運動持歳時

聞が同じであっても.貧血者では。銀銭佳代耐が高ま

っていることが示唆された

4選動区よる心事自般の憎加問過穏に。心鎗剤師増製と

心拍早m念'''"の2.績がみられた
5高度の貧血者で困様心摘途成司闘は，心鎗早期急調. 

.. が多かった

このむ拍早期急増反応は，慢性的高度貧血縛の運動

負荷に対する代。賞作朗と恩われた
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一般演題

運動負荷による心肺機能の評価についての検討

心鎗散と呼吸数の反応を用いて

井氏裕・ 藤巻信也・浅川哲也・

渡辺鑑ー郎・ 依林耐.on圏遥".
斉藤勇三・ 小森貞嘉・宮崎智世・

運動負荷依験は心臓病患者のも繍能の解価に広〈飼

いられているが.岡崎に肺疾患のある症例も多しそ

の評価を行う時に拡肺観能の膨.も考慮する必更があ

る 今回設々は，運動中にも計測が容易であるむ鋪散

と呼吸微に注目し。両者の紹互変化から心観緒不全と

飾福島能不全とに分付て機能評価できるかという問題を

績射した

! ，時・aと方議
対象は健康人26名。各種肺疾患21名，虚血栓ω疾
息リ患者"包で，平均年"はそれぞれ削 8土6.7，66.0土

7.4， 61.3土12.2歳であった 運動負荷依厳施行時に

CHEST社製A叫。spirorHI-49包で呼吸型車能検査を行

い1腕侠息患者は閉"色隊司密着帯(1秒事<10%l。拘束
性陣膏騨(%肺活盆〈駒%).混合後陣笹野(J秒率〈

'"ふ%"活盆<80%lの3群(各7名}に分げて検
討した 虚血性心警察息鮮は無締色虚血性~疾患 l'色と

隊悶性心筋梗君臨盆"色であった β沼健同剤使日用例 貧

血ゃ心l!1Uml闘のあるもの，心疾患と肺疾患の両方をも
っ症例も腕性心島外は除外した 混合性陣曹鱒''''中

"告が肺性心患者で~った 溜働負荷献厳1:1Marqu. 

"旬祉制トレッドミルCASEで行い protocolは個々

の運動能力に応じ Bruce，She陥陪ld，Naughtonの方

禄を用いた 運齢的終点は回線む泊敏，自覚症状， ST 

低下などとし.運動中の 1分間当たりの心拍散と呼吸

歓を計測した 呼吸の間四。rは白ermist<!rを廊孔に

つけて用いた 運動中のむ約敏k呼吸数の関係を個々

の例について潤べ各鮮聞での'堅調について倹討した

山縦陣拘犬学館2内利
<.，ω-~ 山瓢県司T..郡墨8・町下河東IllO】

g結果

;)個々の例についての績討を行う前に，まず恐初

に同 例で各protocolにお砂る速船中の心錨敏と呼

吸数の関係を爾ぺ， prot民叫による差を倹討した図

1は健康な25.俊明性の例である。どのp"略。，，<にお
いても週園胸中の心鈎数と呼吸散の閣には非常に良い網

開関係が霞められ。その回海軍織の傾きはほぼ同ーで

あった 今回績肘したすぺての例においても心舗数と

呼吸数の間には図1の例のように有窓な相関が毘めら

れたが (p<0.05)，その関係を示す園帰車線は図2の

ように個々の例で異なっていた ii)回帰直線の傾き

である心舗数変化に対する呼"数変化の割合(.4RR/

.4HR)について各群ごとに比鮫検附した 図3にそ

の鏑援を示す .dRR/.4HRは鍵情"に比べ狗束性障

害または混合性陣容のある筋疾息鮮で有窓に大きかっ

た (p<0.02) 閉当単位陣警のみの鉾では健常鮮に比べ

て，やや犬舎い傾向がみられたが有怠ではなかった

虚血性心疾息騨では健常鮮に比ぺ有憲に小きかった

(p<0.05). Hi)園4ほ安静時に測定した節也能あるい

は心楓能と d四:/.dHRとの関係を示す腕旋風"に

おいて%前酒量とL1'RR/.dHRとの聞には有虐な負の

相関 (r=-O“， p<O∞1) J')IOlめられた。 1砂率と
.dRR/.dHRとの聞に隠有窓な相関はみられなかった

運動負荷民験を施行する直前に心プールシンチグラ

ムまたは撚希釈法にて心係数を測定し得た虚血性心疾

患患者5名について，その計測舗と.dRR/.dHRとの

関係について倹肘したが，一定の関日系陪隠められなか

った

s結筒
11運動中のむ拍数と呼吸散の聞には.備微温揮。飾疾
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遺動中の心倫ftと呼吸除の回帰.. 関 2

3)%肺活量と.1RRI.:1HRの関川こは省寧な負の欄聞

が"められた

以」ヒの鎗果から運動中のLlRRlLlHRをみるととに
より，心観能不全>..11能不全の鑑別膨阪が簡便に行
えると考えた。

.e1f..II血性心疾患務ともに有，.な相闘が胞のられた

2)運動ゅの心鈎歎変化に対する呼吸徹夜化の割合

(LI'RR!LlHR)は健司.11に比べ拘束性:.嘗のある僻疾
患齢で有窓に大*'<. 11血性心疾患"で有君主に小きか
った.
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一般演題

Pulse oximetryと呼吸商の変動

然厳茂・縄本週・佐蹟殴・

永島湾ー・加厳敏平・春見建ー・

心疾患愈者の軍慰大運動負荷依駁除。その安全面よ

り自覚症状出現をe刈pointとしているため，心電図や
血圧以外の定量的な情線に乏しい この点，璽畿大以

下の負荷量で測定できる鍛儀費的作集聞値 ana~robic

"，'9加ld(A T)は，安全で定量慢も高〈。最大駿衆筏

取.とも良好な相聞を示すことより注目を集めてい

るりしかし.その測定には高舗を装置を必要とし，会

話も制限される そこで より安価で容易に末端酸素

飽和度 (SJ)o，)を知る羽院が可能な， ，叫seoxln官"，を
噂入してみた

従来の経皮的酸素分座測定量産置とはS慢なり，分光学
的な酸策飽和度と欄尖脈滋測定法の原寝を組み合わせ

た'"鍵。深川穂町は，非観血的に*'育の5'0を逮観

的に測定できる装置である wnUamの鰻告では 2%

以内の符，.で，繍骨動脈血の酵紫飽和，.との相関も

R::O.98と非常に高いiにまた calibrationも不要で

応答日開聞も鐙し 7秒間の平陶11を示す Powersら

は刊附'"について縁台しているがへ事実々は明らかな

呼吸器疾Sのない虚血性心疾患およびその調聴いのある

想者について検討した

s 対象釘よぴ方途
虚血性心疾風司障者およびその疑いで治療中の血者7

例の平勾年働は飽 9土8.7..と，対照とした非喫煙健

常者S例の平崎28.8土'.0餓に比して，明らかに高齢

であった選動負祷には MarQlIett 社製 tr~a白羽11 を

用い， Bruc~ ~去を基本とした 3分ごとの st~J)-lIJ)で自
覚的媛大食荷を行った，呼吸代謝盆観測定にはミナト

医科学金土製 RM-3仰を使用し唱.0"VI同， Vt を b陀~ath

by.hreathに測定。初秒ごとにその平均憶を$φた

期制大"・が丘:II'U定繍原宮内.
(，.221 111:浜市鼠区.，丘 l一羽}

Anaerobic threshold (A T)の決定には。 繍納に Vo"
a能輸に V'をplotl.vtの婚"がV臥の相加を上勉り。
両者の.:l規約潤績に周簡点を形成する時点のVoとし

た 宋繍SJ)0， 1;1. N~1!cor位魁凹1seoximeterを用い
左手第2街での 1分ごとの変化を記録した.

5館果
(J)禾柄5'0とHRの変化

心舗数日RはVot良い相関を示すど曾われでいる
が，若年健常者仰のendpointにお砂る HRは1個所

以上で1 高齢患者勝では 1151分以上であった 宋柄

5'0がmd刷"'また怯そのiJ:前に 95%を示した時
点の自Rは，若"健常者"で 1341分以上，高齢患者鮮
で1101分以上と，商船患者群は若年健常省解より低
価であった

(2)禾精5，偽と M，"の鶴自化

若年健常者解吻伺dpointは9.7Me旬以上，百簡働患

者解では4.8M曲以よであった。宋嫡 5'0が ~d.

"，.，またはその直前に95%を示した時点の負荷量は，

若午健官官者野で7.9Me悩以よ，高齢慮番勝でS.lM由

以上でおった すなわち，高齢患者群ほ若年0・常者群
より程度の負符震で末繍5'0の低下を箆めた

ω末繍5'0減少度主%Vo，Max(図1)
健常目本人の隼働.性別。体.当りの'I/o，Max(ml/ 

kg.minl')をL∞%とした降。今回検肘の全例で，""

pomtでは80%Vo，Max以上の運動負荷を緒行しえ

た AT時の%Vo，Ma認を求めると，若年健慣賞者併で

平勾57.S土6.6% Vo， Max，高働患者騨で平均関 O土

4p%vaMaxk明らかに高自怖感者務で高舗を示し

た (p<O.Ol) とれより若写健常者ほ無酸策的な心肺

予備般が多<，高齢事者は少ぽいと恩われる

若年鎗傷者では AT前に 5'0のばらついた低下を
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困 ， ，駅構 Sp o，f!と%守- '~

... 

図 2 京拘s，.と RQ

..めたが.これ確treadmil1下陸運動による上肢の相

対約宋柳徹.'不均衡を反験したものと考えられた 高

鍋息者では血管盤聾剤II"~の盆例が多かったた。

か。 AT備に5，.のばらついた低下総比般的少令か

ヲた安静略と比叡したAT"の家補5，.減少の極
度ほ，若島醇健常省"で平淘-1.75ま0.56%低下した

が。高御息宥"では平淘 0.93土0.82%低下に留.. 

たさらに.AT後に来柵5，.が安静時より '"の
低下を..~るまでには，宕匁健常者"で平均 70 .0企

9.9" Vo， Max，高節風省線で平均80.5主7.2%、"
M"の負荷盆を墜した

57.5 ‘i!I.D .. ・.・，

-トー高・・...
+問題"

一司炉-...者"
O()-.. .，慣例..

u 

1.01 1.1 
叫 ω企附

" 

{‘}来相Spo， 1:: RQの変化(園2J

AT時の呼吸商RQは若年健術者"で平均1昭会

0.02.高働恩者"で乎勾@鈎主0ω".. まなし会例
の平1$1:t1.01企0.04であヲ?と ζのAT"の家柄sp
_0平淘騎 lま0.7%で.AT後に束tIt5p Q， tIf 9s " 
まで低下した崎のRQは平均，...土@舗であヲた こ

れは若年鍾儒者"でl:t69.5:tl0.7% Vo，Max.高.. 
息者"では77.7土7.0%Vo.MlXの負荷盆であヲ"

! .... 
B依tfISp 0，低下の原因としては.{I111Ut状眼目宋檎禰



g眠不全・体.iQ上昇や乳君愛蓄積による際費時解厳幽線の右

方価低などが考えられている.今回の検肘より白仰1.. 

oximeterによる米繍俊策飽和度 (5po.)より無密度第

的作用開値 (AT)を縫測することは図婚と思われる

が， Spo，が安静時より 3%低下し。 95%以下を示せ

ば， ATを鍾えた負荷"である可能性が高い この特

性よヲ，選動負荷鼠験における末繍酸鍵飽和aの経時
的な観察は。より安全な~.. 大運動負荷隊験の緒行と

endpointの評価に役立つと考えられる

心腿 Vol.21 SUPPL.l (1989) 73 

s 文猷
1) Wasseπnan， K.: Am. Rev. Respir， Dis.， 129 

S 35， 1984 

2l明l!iam，N.jr 目窓臨床勝目除学会111，6: 460， 

1986 

3) Powers， 5.K. et al.: Brt.j. S拠出M"噌 18: 212 
198. 
4l松井秀治日本人の体力奇特・J:t.1977. p.185 
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一品買園

心不全患者におりる運動負荷試験と

sI adrenoceptor partial agonist， xamoterolの
神経体液性因子に及ぽす効果

広木忠行・ 樽下行僧・ 筒井博之・ 剤 11規矩男・

近年，心不全患者の予後に闘するヵテヨールアミ

ン νニンなどの御膳体液性悶子の.・がJayCobn
らにより明らかにされ刊さらに， .(..;ド金時におりる劣

作ないし遷動負荷による御盤・体様性因子の変動につ

いても交感樽経興奮との闘遣で線告されている"

ー方。いわゆる Cardiostabi!itati仰を有する A

adreoo<泡ptorparti剖'"叫舗の心臓機能に及ぽす彫

・が血行動魁の聞から検討されている" Cardia島
tabilizationは安静時ないし徐脈時には陽性..カない

し陽性変時作用を示すが，高11続脈ないし労作時に陪
逆に険性，.時ないし険性変カ作用を呈するものと解釈

きれるが。本研究ではp，ad.加。ceptor 拠出.1
agoniSIの中で...強力な作用を有する友amoterolを

mいて心不全患者に運動負荷を諸行し，その際の神
経体様性因子の修..倹討した"果，興味ある知見

が得られたので白線告した

s 対.および方渚
対象としたのは NewYork Heart Ass。也前ionの
心繊能分績で11ないしm，置の中等症心不全例8例と，
対象"としてω正常健康人10例を倹約した運動負
荷は BruceBプロトヨ}ルのトレッドミル運動負荷

法により，多緑地に負荷量を制加して。緒行した 運

動負荷心電閣は Marquatte径のCASEを周いて，そ

エターしたが，今包の研究の目的がxamoterol倹与前

後の神経体液性図子の変動みることであったので，運

動負荷""各症例とも同moterol役与附および役与

後とも悶ー負荷盆とした

.緬属大隼医.琢第2内梼
{円1・"醐市酬区咽 H5-1)

Xarnoterol隊基礎治aにおいて労作時息切れ易疲

労感などの症状を有していた心不全例に.一ー日量2ω

m，を靭タ2回 100四.ずつ緩ロ的に追加除与し. ， 

週間思統した血中カテヨ ルアミンと血"νニン活
性はl<amoterolt!!:与怖と 4週間銀与後にそれぞれ高
速様体タロマトグラフイ}とラジオイムノアッセイで

2闘測定した なお，心不全の隆康僻舗にはトレッド

ミル選動負荷鉱脈，血lE.心電図，心胸比。心エコー

箇Kよる駆凶車を着に行った 雄副肉界的倹討は.，壁"

時と負荷仇 xamoterol役与前後の測定値について

Studelllのt検定を行い，有窓墾を判定した

5結集
函 2に血中エピネプリンの運動負荷による変動k

xamoterol 投与前後のそれぞれの平均値と棟割陣偏

差を示す血中エピネフリ〆は xamoterol役与前で
核運動負荷により有震のよ舞をきたすものときたさな

いものがあり1 その結集。その....偏差が著しく大で

あった。 Xamoterol役与後の血中エピネプリンは安

静時は役与前kほぽ同様であったが，運動負荷後の上

昇は役与前ほど顕著で障なかった 血中ノルエピネフ

リ〆の選酌負荷による変動はxamolerol役与前の安

静時震に正常値よりわずかに上昇したがI 運勧負荷後

に!さらに，有窓によ具した。 Xamoterol役与後"'"
"時および運動貧術後のいずれも投与前より上昇した

が。その上昇の湿度はそれほど顕著ではなかった 血

媛レニン活性は安併時にはX酬。teroJ役与後に躯度

に上昇したが。運動負荷後の上昇は四moterol役与

摘の方がより顕著であった 図2に，トレヲドミル運

動負荷によるエピネフリン，ノルエピネフリン.νニ
ンの運動負荷による変動車を示す ことで，変動率と
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院運働負荷後傭より安働時価を引いたものを安僻時'"

で除した値を100備し，百分率として袋わしたものと
定機した正曾健康人にみられる血中エピネフリンの

，."，率はほとんど2ω%以下であったが。心不全例で

はお問。terol役与削では醐%前後の憎加を示した

取中ノルエビネアリンの変動率はE稼健康人より

X師。terol役与前の心不全例の高値を示したが1

X師 。terol設与後の心不全例の上昇度は有意に卸制

された血続νニン活性についても心不全例の
xamoterol!受与制の変動車は正傭健康人よ P高値を

示したが， xamoterol役与後の変動車は正常健康人

の"働率よりむしろ低価となる傾向がみられた。

s 考織ならびに10m
心不全患者にみられる神経体複色視序につ"て".

近年数多〈の線告が幽されている‘回 既に，心不全

においてはカテコールアミンやレ品ンなどの伸E・体

濃性因子などの血管作動物質の生合成および分解通湿

にお砂る異常が心臓機能胃盤上..要な役割を果たし

ていることが明らかにされてお，.さらに，心戸ド金で

血中ノルエピネフリンのよ昇が持続する働会。 βadre

"'民eptorのdownre，炉lationが生じ，心筋にお防るβ
剰織の反応性が"'下ないし欠如することが繍嫡されて

いる 今回の我をの心不全例のトνッドミル運動負荷
によるエピネプリン ・ノルエピネフリンーレニンの夜

勤についてはAadremxョeptorp富山，"側協の役与
後。安静時に依p， adreooceptorが飽"にOJ嚇され。血
中エピネフリンーノルエピネフリン・ νニンが程度」ヒ

界したが， トレッドミル運動負荷後には局 adr，回oc，

p'。が軽度に郷捌された結果.エビネフリンノルエ

ピネプリン レニンの運胎負荷によるよ興がそれほど

原著でなかったと解釈で嘗ると恩われる このような

窃突から P， adren僕eptorpartial agonistに血行動相

の指栂において箆められたいbOるcardiostabiliza
""と阿梅な心擦畿能関盤機序が符経体液性機序の

面でも存在ずる可能性を示唆される

s 文献
。Cohn，].N. et al.; Plasma no問pine凶nne鈎 a
guide 10 prognosis in pati伺旬 withchronic 

'0，"，銘tiveheart failur巴 NewEn叫れ住d.，311
819， 1984 
21 Bristow， M.R. et al.: ~re鍋ed catecholamine 

田副ivityand P adrenergic-reαptor de叩 Iyin 
failing human陶日arts.New Engl. Med句初7

2均5，1982 
3) Detry， J肌 R.el al.: Hemωynamic effects 01 
Xa町民erol，a new card 。切lectiveβ 同r制民e

ptor partial ago削減 Eur.Hωrt1.，4:S84， 1鴇3
.，位勝秀弘ほか心不全患者の週働時血行働組お

よぴllll~ヵテコラアミシ動般に及ぼす p， Partial 

agonist， Xamo山，01の効果呼と循， 32: 1159 

19似

5) Sasayama， S. et al.; C釘diovascularEffec筒 01
X.mぽ針。1.a new p adr.制。tCeptorpartial ag。
国stin man. JpII. Heart 1.， 5・636.19地6
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一揖演圃

有意冠動脈狭窄病変を認めないベーシング

負荷陽性例における冠予備能の検討

荒川l宏・ 水野杏 ・ 五十倫成・楓内賢ー・
溢谷制雄・屋村公夫・ 果関明・ 中村治雌・

絢痛.. 時え還動負荷心.図で虚血性変化を示すにも

かかわらず勉動粗造修所見が正衛である術観は。通管

syndrome Xと呼ばれているがその原因につ"では良

〈知られていない syndrome Xで冠予備艇が低下し

ていることは0"，帥"0;，b噛告しており。臼nnon')ら
はcoronarymにr固定自問u!ationのvasoconstrictionを
原因として考裂している Legrand"ら肱遺彫刻によ
る定予備能をS卯dTomeXで繍肘し低下している ζ

とを示した今回観々"ペ シyグ時の居予備曜と遺

修剣による蓋鰻大沼予鋼艇をt いわゆるW吋romeX 

で比叡検射した

s対a院
奥型的。手事典型的な胸痛を有しtreadmil!運動負荷

似順崎盤で かつベーシング負術猷蛾で虚血色心電図

変化を示した syndTomeX1例，非典型的な胸痛を有

しtreadmill遭動負荷鼠験陽性I かっぺーシング負荷

鼠績で虚血性心電図変化を毘めないcontro!6例で。

高血圧。左盆肥大.心&1iE，心筋炎I 心筋榎a.また
左重心筋生舗で病理学的に劃脈硬化など胴al!artery 

もと興調慣をS認めた例等を対象から除外した

S 方法
適倉貨のごと〈冠動脈造膨，友重造'院を行った後，窓

血棟..は納得釈桧で亙.大沼予備能は進彫刻6mlを

窓動脈内に注入し求めた ぺーシング負荷は90bpm

からはじめ2<)bpmずつ翁加し ベーーシングできる主

でか !50bpmに遣するまで行ったそのほか大動倒産

自均衡.，語大学後~，肉絢

{守笥， ，野沢市盆本 3-2)

(AOP)，左窒，f'i.EE(JVPJ，大心..，根拠量 (GCVF).7t 
酸消費量.A明白differer聞をそれぞれ測定した。ペ

ーシy グ終7後友宣む筋生倹を行い， epicardの忽動
脈の."僑抑闘が策われる例にはergono吋"'負荷，

またはペーシング持に揺動脈道修を行った

S結果
心鏑"はsyndromeX， control商鮮でぺーシング前

後で盤がなかった。左盤内匡l:lsyndrome Xで安静聞

に有意に高値であヲたがペ ジング時には差がな<.

double product (PRP) 11~""時，ぺーシング時で両瞬
間で盤がなかった GCVFにAVo.diffe問、"を乗じ

て*めた心筋儀費時治資量 (MVo，は開"でぺ シング

後に増加したが。その憎加."珂"に syndromeXで

低舗であった MVo.!PRPl:l controll障でベ シy
グ前後で有窟の変化を認めないが。 syndromeXで蛤

ぺ-yング後で小さ〈なった{図J) ぺーシングによ

りGCVFほ治加したが.00恥rol"が平均73から'38
ml/minに繊細したのに対し.syndrome Xでは"か

ら76ml/minと有窓に低価であった 豆最大窓予備

艇は control 静で"土15 から 192土 ll~ml!minに増
加し.syndTome Xで怯 55土"から 115土31ml!min

へ繊細したが爾群町聞で有窓釜は..めなかった(図2)

ペーシング時のGCVFの湖面加度はcontr，叫群で平均

，，%であったのに対し。 .y"，"oo問 Xでは平均35%
と有志に，...であった 蜜..大震予備能はωntrolD

'68%に対し syndron、.xで11122 %と閥幹聞で"
を..めなかったぺシシグ鳴に syndromeXで窓血

管砥錦の減少度は'"鐘の傾向をE認めたが，遺影剤によ
る亙.大沼予備続は傾向を認めなかった{図3)。乳酸

消質量はペーシシグ時に control鮮で有窓に楢加する
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国 2・，yndromeX I揮とω"，・，1TO'Jペーシングによる大4・腺海星の・閥的安lCおよび
亙a量大居予備飾

のに対し， syndrome Xでは不変であった またその

槽加度も syndromeXで有憲に低価であった.AVo， 

differ，側"はωIItrolC字でページングにより聞大する

のに対し，syndrome Xでは不変であり，その変化"

は的ndromeXでは有意に小きかった{図4l.

! .. 錆
以よから syndromeXでは遺彫刻による亙・大沼

予備能院保たれているが。ペ シ〆グ時に"湾血管"

漫艇の異常を生じ虚血に傾いていると思われた

S文献

1) Opherk， M.D. et al αrω 菌加問。 1"1
2) Can間 0，R.O. et 31.: J.Am. CoH. Cardiol.， 19飽
3) Legrand， V. et a1.: J. Am. Coll. Ca吋iol.， 1985. 
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一般演題

トレッドミル負荷時の ST-HRJレ』プの意義

(ML-8000による検討)

川久保清・ 大総務也・ 戸図鱒久・ 中島敏明・ 野崎彪・

村川俗ニ・ 三輸篤子・ 倉111臨久・ を多本領明・

運動負荷心電図法による窓動幅硬化症のE診断基調障と

して..従来・大負荷時の1点の5T下降，."使われ
てeたが，多段階負荷訟やコシピ=ーターによる自動
計測が広まるにつれ，温酌負荷中から固復期までの

5T 変化も考慮されるようになりつつある その1っ
として，心拍数<HR)と5Tの変化の関係t-ST~HR 

，レープとしてg提示する方法があるが."円本号明院.5T 
HRループを定値却にタイプ分須することにより，沼
周島原硬化症の.佳E置を纏鋼賀することを目的とした

s 対..と方諸
対象はト νツドミル負荷隊験にて G.lmV以上の虚
血性5T下降があり，冠"餌噛修 (CAGlを行った39
例〈男36.女3.年帥38......12..平絢盟主9.'とし
た Bn脇eのプロトコールによる卸mptom-limited
の負荷を行い，負荷告をの体位低立位とした フタグ‘

子位農MLωω システムを周川 v.KIIの ST~HR

ル プを作成した R波の頂点より.，問自民前を"・

として.R畿のピークより 1ωm腸 c後の5Tνペルを
測定し.)5秒ないじ30秒ごとに直前回25心拍叙携し.
HRとの関係を直線補間し，鋭敏を5Tレベル(mV).
..帽をHRとしてプロットしたのが本法による5T
HRループである。 CAG所見は75%以上の径の狼吻
を有怠狭窄とし.0筏狭窄例..いずれも CAGCj:Iのエ
ルゴノピンS羽険陰性でちった

s 館果
1) ST~HRルプの分銅{図1l : ST~HR ループ

回東京大学医学'"内科

【平111.翼席I!XlJ{1K:本.1-3-1) 

.，塑に分績で8た A型は，ル プ】..反時計方向回
転を示し。 5T下降が負荷後急速に回復する"とした
B躍は，選動中と貧荷後が閣ー線上を働〈ものである.
C裂は，ループが時計方向回転し.5T下降の回復が緩
'"なものである D"は ループが時計方向回転で，
かっ5T下降の回復に遅延がみられるものkした
2) ST~HR ループと CAG所見，貨物効嬢{園"

..役震に負荷.行った"例についてみると.AI匝7例
中S例は0枝狭市例であった B'" 例中4例はl枝

.. 噌例であり.C， D却に陪2綾以上狭吻例が多かっ
た A裂の0枝狼....断の感受性，特異色はそれぞれ

a3%.88%であり， C. 0型の多校銭噌鯵断のそれu
l∞%， 80%であった筑狭心虚実投与後に行った"
例.41固についてみると無役調臨時にC.D裂でるった
5例が，酬険指舌下後の負荷ではB霊となヲた β .. 
a阿蘇役与後4例中. 2例ではB盤からC型と後ヲた
c.摘，''"投与後10例で肱改書(s例入不変"例}

の傾向があった "愛機槽例では多網併用下にもC.D"を示すものが多かった
31 ST~HR ループとその他の錨棟{畿日無役凝
下に負荷を行ヲたn例について，負荷時の館指"との
関連.，貧射した運動時間はA型からD型になるにつ

れ縁組傾向があヲたが般大5T下降度には2査がなかっ
た負荷中の5TとHRの鍋倉 (ST-HRスロ プ)
11. C， 0型で大であ・3た接吻綾敏別に.大5T下
降度をみると，。伎 2.6土O.3mm，1枝 2.1土0.1
~. 2枝以上 3.l:tO.9mmであった

8場観

週動負荷心電図B告による窓働.. 司直化盤惨断のa医大の
閃濁点は。 2ド滋による偽陽性5T下降が多いことでお
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1m 1 ST-HRループの4盤(鋭明本文〉

町田，トプ l鍵醐，

A" 
Bヘ

C ¥¥ 

D U 

竺旦止..と三竺旦

•• • .. ‘. 

。'"・." 
・'"・'"

困..予HRループと投与繍どの動温(線でむすんだ症例は同ー徳例である}

る 本研究で示した0校袋帯例は0・陽性ST下降例と
考えられるが..大ST下降度だ防では有.....例と
の鑑別は図嫌であったが.ST下降の留復過程も忽障
した$T-HRループは，。筏後穆例で反時計方向固伝

を示すものが多かった これは. 遺動負荷~ST が 2

mm以上下降しても，負荷後1分以内にもどるものは
E常窓動脈例であったとする線告別と一致するもので

ある このようなST下縛の宛生峨序肱不明である

が，制度本らが線告した・3剖 ddenstrenuOU5負荷法にて

みられる健常人の ST下降のパタ シと類似してお
り，温動中吻温度の実感伸佳....と関連した現象と推

測きれる

冠動慌硬化症の鍾症度肝価にはa医大負荷時のST下
陽Jlを周いることが多いが，症例による温なりも大で

ある ST-HRループでみると. 2袋以上狭窄例では

時計方向閏転であり.ST下燥の薗復遅延例ゐあって，
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. ，骨 HU ープH の他の摘樟

Rトプ I" I S町助.. 鱒3同 最w大.S即T下時・- 韓心蝿 ET，HEE，3t } eープ

A P可 I ' I ，:日 2.2-3.5 ，n 鍵ト"m.1宜，.町 (2.1宜'副 f締.企12.4)

B ヘ
|s|3M 1.1-2.1 V5 3砂、."
( U:tι叫 白 Eま・副 (...宜 t器

.. .... ..号、5.' 鈴内回7‘ ST-HIt ，.司ープc q s U5 
(1.1主ι"山?+ (51.1:1:14副

q 3.6-5 2.2-3 U5 ~-ω 
D s 

( J.':tO.71 (J.$主・"

HRの関係でみた ST下降の負荷畿の回復過程は負荷

中生じた虚血の虚盤LU隠遁していると."，れた
定性的に野値した ST-HRループの4墨"，冠動.. 

有...市校..，遺働樹容能と倒遣があり，Ii動脈硬化

の質的な僻価に有~，思われた aた鋭機心症旗役与
後にパターンが変化する渇舎があり.書館;.!ItJ1IH置の別の

摘.震になる可能性b示壊された

{蝿'主t司

s 文献
1) Bn回，R.A. et al. : B叫 N.Y.ACId. Med.，“ 
1288. 1969 

"前原和'1'，ほか血.. 病理.19: 1135， 1986. 

3) Lomer. E.C. e氏.1α"凶ation.5‘799， 1977 
"紙調区..~， ほか・Ii医学. 41: 1911， 19ωi 
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一世演題

陳旧性心筋梗塞患者にお付るトレッドミル

負荷心電図の部床的検討

進康康弘・ 池図こずえ・ 八増普通安・鈴井幹之・今回 剛・

中村和治・ 花島寛治・桐山首u，.本間健太郎・ 小沢竹俊・
細谷署経緯・ 下野武俊・ 立木緒・ 安井昭二・

隙l目性心筋梗，.鑑〈以下OMJ)において多微微トレ
ッドミル還動負荷隊車貨は多伎痢変の検出や予後の推定

に有周とする純告，，...，，が従来より多〈なされている

しかしOMIにおいて血行動館抱根k多段目指トνッド
ミル週動負荷隊験成繍の対比位ついて検附した"

$')11は少ない今盛稜々はOMIの血行鋤舗の重症度
と多段晴トレッドミル運動負荷E実験威厳との関連につ
いて績射したので領告する。

s対.
昭和'"事11月から昭和61匁 l'月忠で当箱般にて
心臓カテーテル繍査と多段階トレッドミル運動負荷E実

験を箱行したO刷I1S2例である男 130例，女'29札
年"は56土10織であった寝.，限位は前壁74例。下
盤56'弘前下"1'例.非貫聖位6例であったなお，
心室内伝導健審 心房姻動・弁..症や筋症のあるも

のは愉いた

s方法
多段階トνヲドミル選動負荷鉱険憾SI><侃.1'滋お
よびその変滋で路行した 心....テーテル検ま施行自

との間隔ほ1.'コt2.1倉月であった 4聖書ヲ毒症から多段
階トνッドミ凡退動負荷賦昼食傘での期間陪平均8.'土
16.5ヵ月であった 倹査附日より内属中止して運動負

荷を施行した連動負荷中・後はCM'関場心電留を
そニタ で監司R・記録し， 12ft.心‘図は運動負荷
猷験前.1l後.1， 3，6，9分後に記録した血圧はマ
ンシsヲト水銀血圧併にて運動負荷院齢別，遺動中l

-山修会学医学..，内附

{守民抑0-0山厳司"'医図置 2-2-2)

分ごと，運動直後立位で測定した 還働鈴""胸痛，

呼吸箇蝶，下肢の銀労.a縄な不藍腺等の出現。また
は閏栂心鏑歎〈年鯵別.大心鈎般の8s%1に郵遷した

場合kした遭動時間はSh.侃.Idのstage11より開

始したものとし.補正策出した有意のST低下旬Tω

はJ点より 0.04臨で0.1mV以ょの低下とし。有
憲のST土昇 (STe)はJ点よりeω眠でO.05mV
以ょの上昇とした測定項目の中で.・大 ST低下

(mSTd)を般大心拍敏 (mHRlで除した値をmSTdI
m刷Rとし.最大STよ界 (mSTelをa医大心拍散で除
した値をmSTe/mHRとして第幽した

心臓カテーテル倹査において心鈎出震は色来毎釈法

で行い，猪状鋤脈違・6はJudkins畿で施行した。"状
動脈病変は AHA分銅に従い拘%以上の狭窄を有"

とし，左冠状民畑主解繍 (LMTl術変は50%以上の袋

帯を有"，した

血行動鰻分般として京められたむ係数3.0Wmin/ 

m'l怠宣松根鍵期a12 (mmHglを縫に F，"酋，，，分
般に噂じて表1のように H1.H2. H3. H4の4鮮

に分類した以上の定畿により分領された各"で週

動負荷民験の成a障を比般検討した
各鮮の平崎倒的主平勾..... 偏差で示し，弘司比叡は

Unpaired t回，，.定を行い。 p<0.05を有窓とした

s結集
1症例分娘

HlI掌..例，H 21事2地例.H 31挙39例。H'静"

例であった異常QIUJItは HlI字で'.1主1.1， H 2 

"で2.6土1.1，H3欝で3.1土2.0.H.併で3.'土'.1

k順次婚加傾向にあり.H 31学(p<O.O路1.H 4稗 Ip<

0.00で有窓に大だった
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5
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u 

1 

E 鈎

Durat剛 ofex 10.2土3.9

e ω土0.59
&.6 :1:3.8 

o 騎士0.11

9.'土..，
0・8土0.89・ 7.7 土3.'・・

0.88土0.81・

Maximal HR 

1.14土1.9。
'.7土7.7

"土15

9:1: II 

。"土I.n
5.8 :1:6.8 

131:1:24 

1.13土 ..~

'.1ま7.'
0.82土..66
'.0全...
121H2 

..企13

7企10
"土1・-
壮 w

9土13

9土12

"p<O.Ol 

2溜動耐容飽および心拍数-doubleprodほ tの夜働

運動時聞は Hl欝の 10.2土3.9分に比し H4群で

は7.7企3.'分と有愈に纏織した (p<O.051.ft大心制
徴 。般大doubJeprod回は金払苛で有意費を留めなか

った

3. ST燭位

S7上昇はすぺて梗塞靭位の.."におけるものであ

った最大S7上昇はH"容の 0.46土0.59耐 nに比

し白 H3I婚で0.88:t0.89mm (p<O.'05) H 4鮮で0.88
;t 0.81 mm (p<O.Ollとより大であヲた S7よ界栂



..，院は H111で0.72企1.25，H 2"で1.09企1.59，

H3Dで1.49土l.62，H・"で1.10土1.17e順次増加

傾向にあり。 H31f(p<tU15)，"'''(p<O.Ot)で
有調留に大となヲた。mSTe/mHRt> H 1"で3‘土
U ， H2"で“企5.0，H31Jで...ま6.4，H4"で

1.1土6.8pm/beat/minと順次増加傾向にあり.H 3 

"(p<O.05). H 41事(p<O.Ol)で有憲に大となった

聞LSTd'ST低下....徴町1STd/mHR低金騨閣で有窓

"を臨めなかった

・心"..，略取.. 

む室後期外収縮幽現ヨ債の比般では， H1If'23%に比

し.H311141%. H4"“%と有怠に高かラた (p<

0.05)， 

5. Itrlam梅
a医大収篇朗自豆沼動前後の腹鎗血圧着'"金鮮側で
有怠".・e・なかヲた .大a鹿沼潮風圧において Hl
m剣士服に対し.H 31草8H:14mrnHrと有窓に低か
ヲた匂<0.05) 怠た還.前後でのIt司優賞町血匡掌陪

H 1 " 9.:t.llに"し。 H3J'・企IOmmHre有志に小
さかヲた (p<O.05)

s宅療
際問後心筋健筆症の痢律相姐において，心筋....お

よび友重心・・躍を惨断することほ，治'債の翠製。予後

の纏海に不可欠である 従来より多段階トνヲドミル

遭働負荷隊"は虚血健心"'''の弗...的倹...として

‘床的に"，.き九主にo鏑a血の・噺遭動観客"
の飽温に欠かせない検査滋のーっkなヲている 心筋
... .. 者は継いても多敏男.. ，の検幽や予後の姐定に有

用とする絡告が従来より多〈なされている。しかし週

動貧何鉱"と左心割院院について酋じた線告は比減陶少

ない

Mu討，.刈aむ筋...を含"思働腺療・...聞の運
働負荷によるST"下の程度と負荷後の防風線侵入亙
とがよ〈組関するとした 隙附性心筋侵a症において
は温働負担e後57よ昇例にE幽$低下が多いとの報
告・白色見られる Bekkiら川左 57偏位主連齢膚の血行
動期との関係を倹肘し.57上昇例では友重収縮終期

容a止の槽加があり 1回拍幽量が減少し，遺尉負荷後の
5Tよ昇勘定心..飽の低下を反映する形見としてい

る

今回は安.. 時血行a・・k温風負荷隊厳JO.との比段
であるが.ST土界に関する繍.が左心・健低下と関
蓮していた これ"・...の 5T土興が左霊匁噛異曾

に関連するこkの反映と思われるーしかしこの5T土

'早から鵬l日儀心筋痩....の左心.飽値下を"憶測するに
はばらつ@が多<.異鎗Q...J!I:には劣るが，短い

心細 Vo札21 SUPPL.I (1舗9) 85 

還動鱒聞で多〈のE裕司に ST..tJJtlt績〈出現する樋合
"左心."の低下.示後ずる.."と考える

s結縄
OMf 152例において血行動舗の."'"と多段階ト

νッドミル溜動負荷肱般の関連について検討した 血
行動鰻別分銅では週働測聞がH'で短縮し.57上昇

に倒する銅線，異常Q.....憶がH3. H 4鮮で綱大
し.かっ心室閉外収舗の幽現布も禽かラた よラて

OMIの多段JIトレヲ Fミル温動負荷鼠厳"1:.血IT
""の11隼度"，..に関係している$が示唆された

! ""院
1) Schwar弘 K.M可 Tllrner，J.O.， She侃ω，L..T.et
.1.: Limited ex師舘 t岨町制s 8ft釘聞..

c.rdi叫 infarai血 C釘咽瓜刷、w出血Y聞か

"'"・2叫 leftv旬釘k叫arangiOgr事凶y;Ann. 
Intern. Med‘M: n7， 1981 
2) Palne， T.D噌Dye， L.D.， R。皿.n，0.1. et aI 

Relat・onof gnded e認~，包 .. " 晶、dinpafttr 
my民ardialinf.同 ω"。餓噂u刷，，'ωronary
artcry disea誕 andleft ventrlc叫ardysfunctぬa
Am. J. Cardiol.，‘2 : 116， 1918 

3) SlIlIivan， 1.0.， Oavles， D.W~ 50酬。n，E.: Sub-

muimal exerdge teltil"C earJy after rny低紅

白刷加"同ion.Prornoetk 加"同a縦割.U~凶e

ST.事冒leIltelev.針。n:Br. Heart J‘52: H1 
1弱4

り Martln.c'M. McC側ahayet .1.: Maximal 
treadmlll exerci鍵.，制rocardω1<渚柑前yωπ@
latloo w抽 coronaryarterl句raphy8.1'叫cardiac

""司伺卯田町cs.CiI'C1吋，，'旬、‘6: 956. 1m.. 
5) McCoo1曲.y，D札 M記a1U8t帆 8.0.， Smith， R. 

E.: P岨田町田.'"鮮民""句市防lyCorrela 
tJ.on w倫 ω附 taryart四暗m凶yand left VerI 

tricular h白nodynamia..N札 J.Cardiol.， 28: 1， 
1971 

6)y・maki，M.，lsao， Kubota， Ko~ue， Ikeda. et al 

The clinical 8抱刈，，，.館。fexere陪~""凶'"
ST ICgili阻止 elevationin prev・0凶 anterior
mo低釘-dialinfa回ぬn.Jpn. Cire. J.. 49: ~9 
2犯&

1) Bekk!， H.: Hemodynamlc evalu副飢 o'~
clIC-lnduα必ST-III拶nentdepre岨飢anc1eJeva

tloo In i鶴市emichea代 dl艶ue.Left ventricular 

"鴎angiOifa凶ydurlng exerclse. J卯 H伺 rtJ.， 

M “" 1弼a
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一世演題

運動負荷における胸痛の有無と

タリウム心筋シンチグラフィ

倉図千弘・ 坂司和之・ 国ロ貴久-

，jv休明・山崎昇・

運動負荷時に胸繍を伴わないにもかかわらず，他覚

的には心電図上の..血栓ST下降や心筋シンチ上の

--;i，性欠2闘を，，>>る症例を径題貧することはまれではな
い運動負荷にて一過性欠績を..めるも胸繍のない

鐙例に注目してωこのような叫加味 m，似;ardialis 

"開明a(SMJ)の発生に彫・する因子について倹射し
た

s 対..と方途
運動負荷タリウム心筋剛山口<om酬 edtomo 

graphy (EC引を緒行した 248例(男性177例.女性

11例，平幼年齢騎士12餓)を対象とした疾患の内

釈はむ筋...."例，挟む盆42例..旬糟盆...字40例!

心筋.."例，およびその他32例である 忽動脈遺膨

は161例に鈍行し， 一銭。 ニ筏。 三宅支病変会'.各々 "
例。2s例.2旧例であった.指尿病は 51例 (20%)に

"めた 負荷法は自転車エルゴメ タ多段階負荷を周

い。直後と 4時間後巳心筋ECT像を栂影した ECT 

像の検討には視覚的解舗と washoutrateの定量的解

備とを組み合わせた すなわち，左宣u筋を9領峨に
分劃し，各領誠にお附るタリウムの取り込みの程度を

復覚的に豆常.程度低下，中等度低下，および高度低

下に分銅し，各々に， 3，2.}.0とscoreをつけ，こ

れをuptakes四時と定醸した直後像から 4時間後

にか防てのuptake院。"の増加分。すなわち-"

~k，氏。m が正の値であり.かっ， その領属医の

w.'"ゅUlreteが正常者のmean-2SDよりも低値であ

る時にtransientdefect (TDl乞定穫し，このTDを

.. 血の指欄とした 負荷心‘閣にお砂る 0.1mV以よ

預金会医制大学.3~U(.・31-31棋聖公市場箇町ぉω}

の水平.たは下降型ST下降を有窓な ST下陽 (ST

"'定畿した

s結果
(1)金2<.例において.ST Jは62例 (25%1に。 TD
は81例 (35%)に，および腕繍liSO例 (20%)にS悲惨

た ST1(+)酵の62例中28例 (45%)に，および，

TD(+)君撃の87例中“例 (51%lに胸摘が幽現し
たすなわち TDによ 9て虚血を判定した場合。

SMIの績度l孟49%であった

ω冠動脈..，彰にて有意袋帯が確...れた 104例に
おいて，主旦仕上ニs工Uニi塁の'"例中 15例四%)
に，工民土と五工以且畳の32例中2崎例問聞に，

およびZ旦Lニi二五工.u土i畳の6例中O例 (0%)に胸
縛を"めた すなわち.TD (+)であればST)に関

係な〈腕痛が凶現したのに均し(p>O.05)。同じSTI

【+)欝の中でDTDの有無で胸婦の頻度が有憲に.. 

なった (p<O.OI)(図"
ω冠動脈盗彫にて有怠..吻が確認され。かっTDを
..めた61例において.26例(ぉ%)がSMIであった
繍尿腐の有無.'U筋梗11の既往の有無。性別，および

辱備はいずれも胸痛の出現頒度に修'しなかった(す

べて p>O.05) 多枝病変例で陪一校病変例より胸布簡

を伴うことが有窓に多かった(臼%:31%，p< 

0.05)，運動負荷による doubleproductの増加分，

すなわち ddouble product 1;1;胸痛(-)Dが胸痛

(+)野よりも有窓に高値であったのに対し(，<

0，01)， TDの....置の翁線となる L1uptake 8回帰の

総制胸術ト}和噛繍(+)勝よりも有窓に低値で

あった (p<O.OS)(図2. 3) 

(4)心筋便器の厩伎があり。かっTD(+)の52例に

おいて。TDが慢g患の責佳窓動脈の支配領域内すなわ
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冠動周回幽膨にで有.核"1.)'守則隠された2・・例
におけるTD'省よぴSTIと脚"‘との鵬傷

-・図1
T臥-)，STI (村
h ・》

間+)，STI(令】
1.: m 

TD(+)，STI(-) ，.ω 

包ヨ12
田村

M 

[ 

~<..'・6
[ 

臥

[ 

'‘ 

1
3
j
 

M 

「一ーー一、
'‘ h .， 

.' 
働

M叫町
V.D. Y.D. 
“"'句鮒
C 

S事齢〈図2A)，性別〈図2B)， 

4・) (-) 

h 帥ω'"畑舗'
A B 

B町湖噛'腕ζて有窓換..浦'"れ.かつTDHB・0た"例に制する胸繍と1
.尿鍵相思沼動脈....，街よぴ心傷複富の既往〈図20)との周傷

(..) (-) 
M岬酬w_
(n : <1) (n調》

↓
w
 

t
剛
加

F冊、
肌'"

蜘.，.馴
h 岬

" 

• 
図 2

』剛一H，村
〆馴
.<.五百

4刷陶叩

.<岨

• 
4山 S青山

I • 帥

‘ 
3冊

層湿綱聡UlI:て有.. 険窄均切・'"れ噌かっTDを"めた‘7例にHIH柳欄買と 4 clouhle product (園.Mおよ
びJupl.lke・慮。H'置U B)との関係

w..o ~SD 

(+1 (-) 
h 醐
加川{・ 2ω

B 

g 

。M酬'"
(+) (-) 

~.' 
細川匂 紛

A 

1醐

醐

園s

心怨狸温の既往があり.均、つ TD~.め

た招例にHI1-dTDの幽....位と胸痛
との関係

働 4
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ち8!SS.周辺に健められる担..，，~血 (peri.) 鮮の 27

g時中9例 (33%)に.TDが"'.節より櫨れた鋼峨に

..められる遠隔郁虚血(，~。旬)群の 13例中 12例

(92 %)に，および両者併存のPerilR問。"群の12
例中 11例 (92%)に負荷附胸翁を傷め?とすなわち，

remote群ゃ"比/remote鮮よりも peri.1fに必いて，
SMIが有意に高規度であラた {p<O.Oll(園川.

， .. 鰭
運動負荷岡のSMIは，運動負荷心筋町Tを施行し

TDを震めた"例中"例 (49%)に，また沼動脈遺

彫にて有111健司債を留め，かっTD{+)の67例中"例
"附%)に..められた年齢，佳Jj~. .・尿病の有無。お

よび心筋梗奮の戚往の有無~SMI の頒度に影・しな

かったのに費者し.虚血の11盤度がより怪い楊合や使.. 

鶴周辺の残存~血を示した鳩舎に SMI の..，置が高か

った



3自に分混継観1週間後の朝その50..，.内'"時間

後にコシトロ ル時と向ーの負荷量。閃..のTI-201

注入..にて運動負荷心筋シンチを同様な方訟で行っ

た コシトロール需の運動負荷の朋Id-pointは金例胸

痛であヲた.Delayed岡崎m.後に (YC-93LA内服

約8時間後)nicardilline (perdipinel 20 mgを追加内
服させ，その1時間後に安静での心プール績査を行っ

た

， ...院
安鯵時の肉制eardipir胞の効果は，心拍散は不変で血

豆および米相血管毎抗は低下した{いずれもp<
0.01)，駆出事および最大克湖周障は槽加し，心街随筆お

よび優大医幽率は噌加傾向がみられた{図的，コント

ロールiヒ簡にardipine時は開運動量であるがヨン

トロ ル時は金例胸痛が出現したが.mC8r泊刷"時は

腕術幽現はS例のみであり.aV，‘を除<1111噂での

" 

LAD 

(Cx 1) 
LAD 

LAD 
LAD. RCA 
(RCA? ) 

RCA 

LAD 

intact 
RCA色p~1

(19S9) 

LesiQn C耐 1dia抑制

SUPPL.1 

AP 
AP 
AP， QM[(AS) 
AP 
AP 
AP 
AP， OMl(lnO 
AP 
AP， HCM 
AP 

n=IO， S1土9
1 Iは鍾動脈造量来施行例

V臥21

ニカルジピンの狭心症における安静時

および運動時の効果について

山岸隆・

楠川廻I~量 ・

s.. 

心腿
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署長 1 

ii井羽町・
山本構造・

s 対.および方途
10名の労作性狭心症で8'制窓勧甥噛彫を行い.， 

例に15%以上の栂質的".. が"められた他の2例は
有2主役場質的密集埼障がみられなかったが 1例には RCA

のスパスムが匡甥され，他のE例は冠動脈遺彫上異常

がみられなかったが，善明なHCMであり労作にて胸
痛と心電図ST低下がみられた，.例である.2例には
沼動脈進修を行っていないが，運動負担町心筋シンチお

よび心‘随ST変化より.1例1;1:LCXに.他の1例は
RCAの病変が疑えた痘僻である(表 11 プロト，-

ルは図1の示すごとし 3日間以上の休ヨ降下〈コント
ロール)位運動負荷心筋シシチを臥位エルゴメーター

による多段階負荷法で行い.症状出現時にτ'[-201を

b。閣に僻注し，更にその後1分聞の選動を観砂た

"注後10分時に inltialimaa向唱を三方向より行い.

3時"'..にdeJayedimagingを行い。局河野心筋のTI-
201 up山k，およびwashoutrateを算出した。その後

に食傷符の心プールを行い.心犠能の各パラメ】ター

を既線"のごと〈求めた また心エコ 法による友盆

鉱張末野軍属を求め.R1法にて求めた EFとで心循幽

..を算出した.コントロール倹査後.nicardipineの

徐放震である YC-93LA (山之内製菰KK)150mgを

祖々の""占l1t薬が虚血心に広〈使用されている

が.C.鰭銑療である nicardipineの虚血"への効果に

関する鰻告は少ない本研究の目的院nicardip凶eの

労作性侠心盤における安静時および運動時の慢性(!

週間}効果について臨床約に倹討するzとにある。

尾純正治・

硝咽史・

-山口大字医字..，内線

{司"弱司，.市大手4・u・"

一位置題
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W国側r・，.rahO州

，. 

•• ••• 。v
••• .， 
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"・臥• .陵
Nlcotdipino 

図‘ Nlcardl凶n・~動後g時簡での tllalllum-2・1 のd個目前.，.舗h・ut n.te) 
への効象

ST低下の総剥も 0.65企O.UmVから 0.52土0.43と

減少傾向 (p<Oひがみられた還勤時のむ袖徴血

圧および'"潟tlre-rate-prod凶"位陣変化がみられな
かった 局所心筋タリウム僚取盆は局所心筋血塊量k

eなる関係のあるととが知られているが2L還働闘の
nlcardipineの効果を心筋シンチで割泊すすると，コント

ロール還勤時hの健常節のタリウムの活性~ 100とする

と。nicardipineにて健常節およびa幽"共にタリウム
活性の地加がみられた(函3l ヨントロ ル縛と問ー

引 201注入量であることからこの判断友田，心鈎...巳

対する"'"心筋'"概.比の泡加を憲味する その血涜

盆比の槽加は健常傭と虚血慌で同線に増加しているた

め.TI-201uμ...の比{虚血締".'"郁)は不安であ

ヲた a血により低下する局所心筋のTI-201の
clearance'川(washoutrate)は nicardip腿にで..血

縁で憎加がみられ{図.，。虚血の改僑の所見を4・7ヒ

s まとめ
N岨 rdipineのa血心への効果を検討すると。安静
時には末輸血管抵抗を減少さ唱さ."'幽率およびo大充
織率を増加させ心伯尚.および最大駆出撃は槽加傾

向がみられた 運動時の効果は健常係および虚血鶴の

血流を噌加させ，虚血を改ーするとの結果を得た

g 文献

1) M. O:akl. et al.: Re1at10n of re当針。..， ω"'. 
chrony to 210bal left ventr健ular町滋0'民百羽d

diastolic f，凶 ctionin patier由 W抽 angma

m訟toriswithout p陀~vious myocardia! infarc 

tion. Jpn. Circ. ].. 51 : 98. 1987 
2) A.P. Nie鎗'..比 al.: Linear relati叩 shipb略
tween 凶理 distributi佃 of thalJi山n-201and 

M回向。wm蹴 hem!cand noni帥酬ICmyocar 

diwn during exe剛健 c.ωlation.61: 197. 

1.唱。
3) H.R. Schelbert. et al.: Time-Cour館。，，ωistri 
加山onof thallium-201 admini臨時刻duingtran 

sient iso::hemia Eur. J. Nucl. Med噌 4: 351， 1979 
4) G.A. BeJler， et al.: Time course of TltalHwn-

201 r.ωstribution after transIent m~促ardial

治""剛aCirωlation， 61 : 791， 1980 
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一般演題

狭心症患者におげるトレッドミル

運動試験回復期血圧反応

波多野!iI・嫌紙寛l!'加S様相.・ 斉歳二三夫-
a院関充弘・体制e史・ 野箇省ニ・・ 外畑厳・・

s 目的
狭心症患者における treadmiH温助隊蹴自復期収縮

期血圧{以下SBPl反応のS盛時的変化を主成分分析に
より解新し。回復刻5BP推移のパタ ン".ω盆お
よび"窓動脈主腕節病変との関連について倹射した

8 対象
対象は心筋便..のない労作製心盤患者52名(以下
AP年働3<-悌蛾，平均回線)，陳l日u筋梗箆を有
する労作狭心症患者40名(以下MI+AP:年飴32-
65..平均5(11)，~，心盆のない隙旧心筋便..者 41

4白{以下MI;年働33-60歳。平均50歳)，高血圧症
患者聞各(以下HT年働18-51飢平均34.111)，
および健常対象67各〈以下N 年院21-ω飢平均

31歳)であった

s方漣
箆校制約加admill週動隊昼食を修正Bruce滋にて無

銭寮下で実錯した 狭4必Zを有する息者の運動終"'''
金例中.度腕衡とした 血圧憾鉱昼食開始より"'11鋼5
分まで1分ごとにR悲惨滋にて測定し，園/1.，血匡ほ金
例臥位にて測定した.回復捌5分間の 5BP鍵惨を主
成分分析および判別分衡を飼い検討した 各開聞の主

成分値の比般には1元軍置分歓分析法および多量比捜

Scheffe!l国S検定を淘いた AP.MI+AP， MII障には
全例冠動調進彫を施行し， 7市%以上の冠動燃終唱を有

'.古血犬歩医学侮.，内側

{干輔名古血問問岡町酎

...図解.保健街生大.医学楊肉斜

{刊か"醐開削陶磁..，捌

"とした

8結果
図は適齢'"食自復期5分聞の各鮮の5BPの平淘傭
の鍵砂金示す ・聞はAPIf'.O印は MI+AP騨，企
印肱MI...企聞は HTO手， ・..はN'字を示す
MI. HT. Nの狭心患のない"の回復期5BPほ運動
終了直後より竃ちに5BPが下降し廟測に回復した
が.AP. MI+APの劃峰を有する携のそれは回復が
遅れ，前者と..なる回復刻 5BP推砂パターンを示し
た このパターンを倹討するためにE復調関5分間の

5BPの主成分分析を行ヲた
1回復刻5分間の5BP権移幽.. の主成分分析結果
第1主成分 t以下U1)の寄与謝院は76%，第2主成
分(以下U2lの寄与車ば 15.7%であ， U 1値，.位
mmHg)， U2f1 (単位mmHglはそれぞれ次式によっ
て得られた

U1健=O.~8A +0.41 8+0.42 C+O.39 0+0.34 E 
+O.32F 

U2値=0.69A +0.258-0.11 C-O.34 0-0.38 E 
0.42F 

(A=運動終点SBP.8，-回復期:分SBP，C=宙復期
2分SBP，D=回復期3分SBP，E=回復."分SBP，
F=回復期5分SBP)
AP.MI+AP.MI，百T，N鮮の毘復刻S分間の5BP
推移胸餓のU"監の平勾健土榎惣眼差はそれぞれお5.8
土8.8.お'.5士6.1，350.S:i:6.6， 448.8土‘ 1.361.7 
土uであり， MI<MIAP<N<AP<HTI障の周聞に小
きかった

AP.MI+AP.MI， HT， N I撃の回復刻隠5分間の5BP
推移曲鎗のU2値の平勾値±練".."は，それぞれ
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図， !興心盆同"制時トレッドミ川E帥棚姐復刻
血E反応

38. 8.;/:2.9，.-31. 9土3.5，-12.6主1.7，-9.4土1.3， 

-3.6土L1であり。 U2備はAP<MI+AP<MI<HT

<N"の原に小きかった
AP， MI+A?の労作狭心...有する酵の U2舗は。
それを有しない MI.HT， N鮮のそれに比し有憲に
(p<O.OOl)小であった

2回復期血圧反応の第2劃成分値と狭心曜

APおよびMI+APの労作狭心症を有する群の U2

健と HT.MI. Nの狭心S置を有しない"のそれを用い

て.U 2によるD!:uliの有無の判別分析を検'守した
'J'リ鍵界に."る U2傭1#-22.0であり後心症の判
S抑留事肱0.19であった

U2舗が特別嶋界値より大である復例を亙常パター

ン，小である症例を後川IA，Eパターンとして狭心症の診

断能を倹射したところ.iE惨事は81.1%。感度 75.0

%.特異度制 0%.陽性隊駿予測値69.0%.隣住民

酸予測値87.6%であった

左沼動順主併.".変を有する APとζれを有しない

APにおりる U2備はそれぞれ 68.0土15.0.-38.0 

主2.8であり，前者の U2健は後者のそれに比して有

窓に小であった (p<O.Ol)

線心症を有する鮮の運動時間(6.7会0'<分)"他癖の

それ (11.6土0.3分〉に比し有怠に短かった(p<O.Ol)

金...の遭働時間と回復"5分間 SBP反応の U2健

どの聞の将醐係数は， 0.48で，寄与E債は0.23と小で
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あった

， ，号館街よぴ鎗繍

回復"5分間防収....血Jf鑑修幽織の主リ成分分析に
よる倹射では.."主成分がレぺルを第2主成分がバ

ターンを示すと考えられた 労作狭心窪"者の閥復期

SBP鎗移幽線の第2主成分値は後む症のない症例の

それに比し有望智に低観を示し。前者は後者"略なる回

復期血圧反応のパタ y を有すると考えられた 第2

主成分館による狭心症の判別硲箪は19.0%.量参断能

81.1 %と良好であった Arnonらは冠動保模息息者

の回復期血圧反応と高血圧症患者のそれkの聞に径は

ないと線告している"本研究でも狭心症のない心筋

梗畠患者と高血圧症患者との聞の回復郷血圧反応の第

2主成分舗に重量が毘められなかったが.，実心症息番勝

と高血圧痩患者との聞の第2主成分値に差が認めら
れ，袋心症息者の回復期血圧反応パターンは高血圧症

患者のそれ，異なると考えられた

EIl僑"dらは 負荷強度が回復期血圧反応に大き〈

彫響するので，回復期血庄による怒動綿密集息のE診断は
僧釧できないk鰻告している鈴本研究における様む

盆患者鮮の選動時聞は他静のそれに比し短<.運動強

度が低いため，狭心窓口恩者群の回復期血箆反応バター

ンが他Z障のそれk拠なった可能性も否定できなかっ

た そこで運動時間と回復期5分間SBP反応の篠2

主成分値との繍附刷係を倹射したところ，金箆例の運

動時間と賀町2主成分舗との間の倒測は弱し回復期5

分間SBP反応の第2主成分値に対する運動強度"彫

瞥は少ないと考えられた

回復調隠血医抱移幽..の第2主成分値による狭心佳の

鯵断ではω電図情報を'Jmしないため，本法は心.c司
E参断の函現慢な心室内伝導障害等をもっ労作狭ω症の惨
断に有閑と考えられた.労作2安心症."者の回復期にお
砂る収鑓鋼血反権移a織の'12主成分鍾は狭心症のな
い息者酵のそれとは明らかに異なり，かっ友冠動様主

静観病変の有無を判定しうる指棟と考えられた

s 文献
1) Amon， K.W. et al.: Circ凶lation.70 : 951. 1984 

2) Ellestad. M.H.: Stress Testing， F.A. Davis. 

Philadelphia. 363， 1986. 
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虚血性心疾患における dipyridamole負荷法の意義

沼循環，心筋敵来および収康代側面での検肘

図本露英・ 建業>llllf'石原正・ 関 節・
足立至・・ 赤修久司・・ 赤木弘昭・・

Dipyridamo!eωA下回食荷'''T!心筋シンチグラ
7ィー(以下Dシンチ〉肱虚血性心疾患の齢断に飼い

られているが そのー過性欠換の病鰻...いまだ明砲

でない稜々隠その究明を目的としてO~ンチ上，ー

過性欠到闘を示す怒劃脈袋曙例の冠舗風心筋厳罰医およ

び乳醜代幽を亙倫例と対比検針した

s 対象と方漉
LAOに15%以上の袋町"を有し.0シyチ上。問領

織にー過性欠損を罵める労作性.. 心鐙7例 {APT
男3例!女4例，42~n.. 乎均的歳}と，心血管遺

修」ヒ興需のない9例 (N'孝男3例，女6例。 52-71
...平均62歳)を対比倹討した なおAP鮮の LAD

後増度はAHA分績の90%1例， 99% 2例， 100% 

2例で。うち1例昧際問性下盤.... 2例は，下盤お
よび前盟中厩....有するが.LAOへの良好な側副

血行鎗を..めた 方法は WiltonWebster役.rn¥llti 

thennister catheter (出5-8/1U-90 K 2 D)を大心. 

... 棋に.Swan-Ganz catheter t-脈動脈に留限し。験

結"法にて大む5・Ittit.(GCVF， mllminl，心係
数 (Cf，l/min/m')を測定し1 動脈犀}左大館周防燃に婦

入したcatheterintroducerにより潤定したまた劃脈

血と大む服飾旅血を岡崎鐸血し，園陸集合量t 乳酸iI度

を計測.心節目度来療取 (O.{A-S)，mlldll.心筋厳罰帳

消費.(MVo" ml/min)，心筋乳酸侵取.(LER. %l 

を求めた{俊Il ついで00お8mg/kgを4分f闘で
静注し，よ毘脂.の測定と鐸血を鱒り返した Dシン

*阪医S専大学郷1内側
開 厳令織調

作 開高槻市大伊町2-7)

チ...後日 Alb四ら"の方憶に惣じて行った

5結集
D 負荷崎AP'博中1例に胸痛を. 5例(7l%)に胸

鶴官房謝で'mm以上のST低下を包めた。

血行動餓{器使U 両群とも心鈎数はよ昇。血庄は低

下し.p'ωωreraバeprod¥lCt (PRP)は。N'揮で上鼻，
API揮で低下の傾向を示したが，商務聞に差はな〈 α
はD負荷時N齢に比しAP鮮でその調酎凶ま'"かヲた
(p<O.OS) 

窓稲荷風£鱗隊機代剛{炭，.図1): GCVF 1:1:. D 
負荷により N"で平勾12ml/rninから 212mllmin 
へ樽泊したのに対し.AP群では77ml/minから'"

ml/minへの増加にとど事り.N併に比し AP鮮は噌
加率が低かった ['96土n%(M全50)vs87企67%
p<O.OlJ. O，(A-S) 1:1:.負荷崎町に両院咽に2をはなかっ

たが.0負荷時N'学に比し API躍は高値を示した (p<

O.Oll. MVo，は.0負荷によりN'撃で平勾11%. AP 
鮮で14%噌加したが，負荷前後.通じ商務聞に差は
なかヲたI

心〉調路閣厳代樹{後，.図1): LERは，負荷闘に商欝

聞に釜はないが， 0..~町時 N"では 1 例を...全て正

であったのに対し.API学で隊全例に心筋からの乳酸

の謹lilを認め，開瞬間に径を認めた (p<O.Ol)

s考鯵
Dシンチ上に..められる一過色欠自慢の'''0として
Gωd"は。忽予備能の低下位よる栂対的血減の艶であ

るとし，動物実践にて一過性欠損を生じるためには，

D役与特に健需郁と冠機事遺位僚の血流の比が2: 1以

上であることが必要だと帳台している ヒトのD投与
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.. の"血棋については，Feldman引" Kudmotoら"

は。窓S提唱""葬沼袋帯電帯に比し窓血流量の滑加は不
良であるとし Piclsoら"は.'"実噌鮮のうち心エコ

ーでD負荷により盛温動鼻需を生じた例は。思血提"'

の噌加が不良であるt・・ーしている ー方M.同"，，'
ら"".その嶋加率に援を臨めていないしかしこれら

の縄告はレンチとの対比が往きれておらず。 また下聖

および前盛綱峨の沼血概量.測定しているが。下"・

.の，.，.量の刻定方滋には疑聞がある刷続々はこれ

らの不備を総外するたの.LADfO援に限定し，。シン

チで一過後"..，量生じた鑑例に対し.同じD負荷方法

で忽血現"'を司同定したが， ζのような報告隠いtt.!見

られない。今回の".でほ.0負荷による GCVFの槽

加はNI!に比しAPI'で低<.0シンチでのー渇性欠

"'" 一同凶凶r胸

一一川
'‘ 
瑚.<.... 

ー
• 

/必
'
d
h .，. 

量三
ー一C D C D 
" " 

C D C D 

， " 

繍の成闘に沼予備能の低下が考えられた.事たD負荷

時O.(A-S)l:t， N併に比しAPDで高舗を示したが，

GCVF 1:: O.(A引の積でるる MV.の平崎変化事".
商鰐聞に差がなし APDでの思予個能低下をO.(A

訟の噌大により循うことが緯a書された またD負荷時
API!でl:t11 "に虚血後ST低下 i伺%に心筋から

乳磁の泡幽を生じ，ー過性欠鋼の成闘に心筋a血の関
与が強〈示堕された D負荷によるむ筋!I血の原因k

して.Gould"は血流遺度の泊加山より".衝での匡殴
'"量生じ."市遺位却の忽漕擁圧が'"下し。心内..

から心".側への録制l現a院を生じるため全体とし
て"血砲が繕加しても心内観"で陪血混低下が"こる

ことによる&述べている 過去の線告でのD負荷岬の

ST低下の鋼.!tl:t 3 ......;rg %""心筋からの乳砲の泡幽
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は22%へ42%nと勧々の"果に比べ低頻度であるが，
これは，我守の症例に陪比較的意狼均値度の強い症例が

多〈含まれている点。および対象をDシンテ上.-;A性
欠損を毘めた症例に限定したことが原閣と恩われる

s結果
Dipyridamole負荷IO'Tl心筋シ〆チグラフィ ょに
"めるー過性欠繊の成因として，高度思狼噌例におい

ては，狭窄郁以下の漕拠領械の血線量の柵加は健常郁

に比し少なしそれに伴いω筋虚血が誘発される術陣
が考えられた

s文献
1) A1br仇 P.C.et al. : Am. J. Cardiol" 42 : 751， 1918 
2) Gould， K.L.: Am. J. CardioL， 41 : 267， 1978 
3) Feldmao， R.L et al.: Circulation，“お3，1981 
41 Kurimoto， Y. et al. : J pn. Circ. 1.， 50 : 949， 1986 

S) Picano， E. et a1.: ，. Arn. Con. Cardiol吋 8: 84， 
1986 

6) Marc負担t，E. et aL: Am. ]. CardioJ刊 53: 718 
1鑓4

7)訴皇軍久。ほかむ鳳 18:811，1鍋底
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高齢者における targetheart rateの再評価

山口郎・小松栄ー・見沢JI!夫・宮沢光珊・

心錨敏(HRl肱還動強度を惟定ずる鐸慢として利

用され.target hean rate (THRlは選齢負荷鉱駿の

中止.... の 1っとして広〈用いられている その修念

は。1)HRと遅'泊施度が直線関係にあり。".大HR
が書事前どkにー定であるとの鐙属機的司区突に釜づいてい

る 本研究ではこれら2点を再検附すると共に，本郷

で・'"している THR090 年総)"に必妙る実際の
溜動植貨を倹催した

， ".と方法
健常志願書 47(男~.女 13) 名. 43-14.平陶58.
を対象として。 3分ごとに2<>-25W漸婚する仰臥位

a医大運動貧荷額織を施行した HRおよび体酸素繊叡
.ωω を連続測定し。 4普段階・8冬l分聞の僅.利用
して.gcoo守からa医大負荷時.での HR-Yo.(.盛大v.
を10。として正規化}関係を個々に解訴した 負荷終

7後 G，3. 6分に動脈錬血し。血般乳殴舗を制定し

た

8成繊
勘脈血乳町aは全例8mM以上 (8.1-16.4)に上昇
し.，島大負荷を遺成したと判定された.図lに3例の

HR-Vo.関係を示す K"刊のごと".飾時から般大負
荷までの金範聞に亙ヲて... 関係 (r>O.99lが毘めら

れるもの(LD.l(例).当初回数段階は直線位を呈す
るが.HH例のごと<l険大切qの65-88，平均符%以

上でHRの上昇E貨が低下するもの(DD.12例入 SA
例のごt<，医大v.のお-98.平均16%以上の範囲
で逆陸上昇度が増加するもの<UD.21例}の 31撃に
分けられた竃縁関係に".る Y切片と傾8の温い，
高度負荷仮調院での非直線性の騎与信どにより.THR 

(190一年働}に"ける遺動強度It.最大v.の“-95.

.山'膨大学医.. 中失.到，.
内捌-~岬附図面 2-2-2)

平均12土10%と燭体差が大で，これは年前と無関係で

あった〈闘2l. 3Dを比鮫すると，年齢.週動能力

'"凶，安鯵鰐HRには登がなかったがωD鮮の HR

v.関係の車線範園にお砂る傾きは他"事より有志位
大きしこれを反映して THRに".る%Vo.maxは
小であラた〈要毎日 a院大HRと年齢との関係金歯3に
示す両者間には有愈な"相関関係を.. めたが。同時

に個体遣をも大で.回帰国値織に対する standard町 orof

U詑imate(SEEl 1:l10.S 1ヒ算定された 図上の観織は
これより緩定された鈍%分布根告示す

， .暗療とまとめ

Astrand-Ryhmingノ毛グラム"の鎗袋』ら来日R-Yo.
関係の研究結倣多〈。高度負荷鎖同院での傾斜の低下が

主に若年者においてしばしば勉摘されてきた"へと

のような現象は本研究でb約 )/4例WDlで観賞廃さ
れたが，約"2例<UDlで巡の現象を呈したことは，
微調爾節系の続勝変化を示唆する所見として注目され

た また.中高働者ほお砂る HR-Vo.関係の非，...

性が多織であることは.THRの..窓'"'念に合致しな
いζとを，.味し..実.190 年併の HRにおける溜
船圃度には40% Vo. maxの個体差が観策された 図
2のごとく半徴近くの例がAT近辺あるいはAT以

下の週動強度に留事ると機定される 15. 90 %以上
の強E置に遣する例もあり個人盆が大である したがっ

て.'90一年"を濁動強，.の抱欄として用いる治合It.
このようなバラツキの存在を念買にお〈必獲がある

s 文鰍
u岡本釜循環..負荷臥験塗{改訂."版}惨斬
と治療社.，蜘 p臼

2) Astr劃叫， P.-O. et al.: J. Appl. Physiol刊 7: 218， 
，，5< 
3) W卯dham，C.H. et aJ.: J. Ap月pl.Phys札 14: 
927， 1959 



• 
• 

• 
， ， • • 
• 

• 

• 
-g 
.ー・. . ' • • 

• • 
-、H'• 
• 

• 
• 

g 

-g 
• 
• 
• • 

• 
• 
• 

-
"
"
"
"
“
“
現

Eaz-
-Jさ
t
a言
註

(1989) SUPPL.1 

間 a胤 }
THRl“l 

Vol.21 心服

Lω 

削

• 

m 
" 

鋪• • 岬"..5・• 
THR cl銅年働}に制する選勝，U園 2， . • 絢

.，山仇叫• 泊
ω • 
3例のHR-VO，関係

.. 患の比緩褒 1

陶 1

Line;l.r(L) 

絢

u.抽 rd(U)
21(!時

制金9

~.，土'.0
11. 7玄2.0
65土8

1“企13
9."定O. l~

"土9

.. ・}
~企6

~.2ま・ 7

11.6念2.• 

"土9
'"土"'.06企O.ul 
η全"

-臨『町

.‘ー• • 

Y_IIO_0.7.“ 
v・-u，
E・"拙叫b

DownwarcHOl 

12(4) 
踊土S

29.8企5.'
12.0土2.2

"ま9
，，.土"・
..36土0.22・
63土7・

VlI. L and U 

Nw冒険r{F)
Aa:c(yea叫

Vo.maxωnl/min'ktl 
LAmax(mM) 

回，，"ω問}
HRmax(bpm】

S!ope(bpm/%Vo. max) 
%Vo， max at THR 

'p<O.05 m.・n土5D

• 
一阻一 ー.、ー

， • 
. ー一

• 
。。
。.、--。• 

• 

• 
• 

• 由

m

m
E
j
i
z
 

• '.雌
吋 伺崎

3・・

• 
5) Legge， BJ. et al.: J. Appl. Ph四 01.，61 即a
" .. 

7・綱

相'"叫

趣大心舗敵と年.. の関係

‘) Rowel1， R.B. et al.: J. Appl. ph肺 d噌 19: 919， 

" .. 

" -・
図s



心組 Vol.21 5UPPLI (1989) 99 

統一テーマ

老年心筋梗塞患者の低強度運動負荷試験

大量医・ 山本慣行・ 中村純子・ 源諜1IJ子・

久保晃・ 古各丈人・株泰史・・ 総下哲・・・

急性国筋幌塞のリハピリテーシ，ンは，老人におい

てもa要なテーマでおり，東京郷老人医療センタ で
は，昭和55年より組織的にこれを行って曾た我々理

学療法士は医師，看護婦と遠路をと Pつつ， Cor(∞ .. " 
Care Unitより副峨を開始し.印。m歩行，階段昇降
トνッドミル歩行の鎌習傘で行い，そして，プログラ
ム終ア時にはトνッドミル負荷巳よる評価を行ラてい
る。そζで.今回11.銃ーテーマの主旨に従い，老年

む筋....息者に対する"強度運動負荷鼠般の方法を紹

介し，あわせて，運動負荷似臓に~"る身体反応，そ

して.身体反応と趨床所見の沼危険因子・血行動舗と

の関連についてを報告する

8対象
対象は，感和58年9月より昭和61写3月までの湖

聞に当センター作成の心筋...の急性期リハビリテ-

v.::-プログラムの金過程を続了した.".以上で初
回復奮の41例(男性25例，女性16例}年齢75土6愈
(d高年齢総餓}であるなお。舞痘よ り隊取までのm
間信5<l土17臼であった (mean:tSD)

i 1ii溶
鉱険条件として。猷風前に 1週間のトレヲドミル歩

行線習を行い。隊..は，主治医の監視下で"った 遇

動負荷憾。 NaughtonUの斯槽負荷の夜槍で負術時聞を

3分聞から 5分明に延長し各負荷段階の側に5分聞の

坐位を取る間欠的調柄拘.負荷とした{図 II レベルlの

歩行速度は 1mile/hr，傾斜は0%.νぺレ 2からνベ

ル5までは遡貨を 2mile刈rで一定にし，傾斜を o• 

.師.老人醐告げー酔融制

“ 関 リハビリチーク・ンa・..
" . 関 僻究検量創

内 113..開田開制}

3.5，7， 10.5 %に変化さぜた 各νペルのMET.敏
U:，1.6，2，3，4，5METsに相当する "鶴湾む
電図11ストレスヨードを周い測定したその測定は，

安飾臥位と安静坐位さらに ST変化を正信に判断する

ために各νペル絞70:後，坐位にて測定した心鈎倣
はテレメータ心電併を用い経過中すべてを測定した

血医は，水銀血屋断を用いた運動負荷の中止ilillll:.，

a提1に示した.'"争処理はS"w飢1t-Iω..用いた

s結集
(1)運動負荷鉱脈の安全色と中止""

老年む鏑綬君臨n思考41例に低強度遭動負荷依験を行
い。すべての信e刊について安全に鼠般を行いえた 運
動負荷鼠験の中止は主治医の判断により行ヲた この

判断は l定例に対し.2項目以上の絹合もおった(褒

II 中止""で多かラたのは。 1~以上の ST 下院
と年創"d大心鈎般の85%位遣した例が多い傾向に
おったここで。lmmのST低下を示し?と時のむ循歓

ほ年働別最大心鎗散に対する割合で81.4士10%とな
り.ζれは，年. .8，.大心飴般の85%とほぽ一位して
いた

(2)運動食衛隊.. の劉違度と年齢

各ステージの到達人数はしだいに減少し。ステージ

の到達E憶を 75織を棋に2静に分けMETse:で比鮫
すると， 15.以下は 3.5土1.2METs. 76歳以上は
2.9土1.1METsとなり， 16"位以上は有窓に"かョた
(p<o.OS)。
ω湿JIJ負脅威厳におゆる身体反応
各段階のP'箇副me-rateproduct 1:，νペルのよ鼻

とともに相加し，心勉倣でも，岡織の傾向が伺われた

(表2)，遺動負荷賦織の各νペルの身体反応老年働別
予測最大心循自民(2沼畑年働)"を.大tしてその割合で

示すとその反応隊65%から80%程度であヲた(表
2) 
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1)健常男性における各S品目ごとの運動負荷時非観血的心拍出量測定の阻み

高木判明，ほか 57 東邦大学

2)高齢者高血臣症の運動負荷に対する昇IHi応性

心l'大との対比

山図懇司郎，ほか0・..59千葉大学

3)肥満に伴う高血圧と高脂血症の週動療法

杉原弘晃，ほか ..・62愛知県総合保健センター

4)慢性高度貧血者の運動時心拍費支糟加の経過と耐容能の関係

ほか 65 吉原伸寄，.. 業医事尊大学

5)運動負荷による心腕噛瀧の野価についての倹酎

一心拍数と呼吸数のE応を用いて

裕，ほか…68井尻山梨医斜大学

6) Pulse oXImetryと呼吸商の藍動

買，ほか 71 策塚昭和大学

7)心不全患者にお砂る運動負荷院後と s， ，，"冊目eptorpartial agonist， 

xamoterolの神経体液性因子に&1ます効果

ほか 74 広木忠行，視聞大学

8)有意冠動脈狭窄摘置を認めないぺーシング負荷陽性例にお砂る冠予備能の検討

』ま。‘ 77宏，荒川防衛'"綱大学校

トレッドミル負荷時のST-HRループの意義 (ML印刷による検肘)9) 

滑，ほか 80 川久保東京大学

10)煉旧性心筋便塞患者にお砂るトレッドミル負荷心電図の臨床的検討

遺蹟康弘，ほか 83 山形大学

11)運動負荷における胸痛の有無とタリウム心簡シンチグラフィ

倉国千弘，ほか 86 浜松医科大学

ニカルジピンの狭心症におげる安静時および運動時の劫果につUて12) 

尾崎Z治，ほか 89 山口大学

13)狭心症患者におけるトレッドミル運動院験回復期血圧E応

ほか 92 潔，波多野名古屋大学

14)虚血性心疾患におげる dipyridamole負荷法の意義

冠循環，心筋政策総よぴ乳酸代謝面での倹討

ほか 94 田本重美，大阪.. "大学

.観トーテーマ

I 高齢者の運動負荷阻腫

11高齢者における targetheart rateの袴際価

ほか0 ・0・97山口一郎，山形大学

2)老年心簡便.息者の悟強度運動負荷鼠融

ほか 99 匡，大量東京部老人医..センター

3)高齢者運動負荷にお砂るアームエルゴメーター利用について

ほか，..・102綱原雅義，.マりアンナ医斜大学

n. Anaerobic曲目shold測定の臨床的愈鳴とその問題点

11 AT測定に対する新手法の提案

一時間・AirN，曲線の有用憶について

大株良和."か。 ....105国立循環...センター

2)呼気ガス分析による AT測定上の問題点

伊東零繍，ほか 108 東京医務組制大学

副作業筋の血椀量および畿紫綬取率と乳酸宜動

大北泰夫，ほか 111 久御米大学

4)虚血性心疾患における嫌気佳代謝聞HiIと虚血性ST低下の聞係

13.ほか 114 佐藤東京医綱大学

5)車血性心事息におげる運動耐容能の指標としての嫌気世代謝同値の意義

鯵坂隆一，ほか 116 筑波大学

6)心筋梗塞息者のanaerobic血r国loldに聞する検酎

中村秀也，ほか 119 和歌山県立医斜犬繁


